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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








ニノ。Nino

午後の猫。afternoon repose

金魚の泪。goldfish swims in the air(Al.-edit)

ひかれる星の顛てん末まつ。I feel the gravity of... / momo extra.9

らくがき。









[image: しにがみのバラッド。(9)]








くじらのしっぽ。

intro - I can't fly but I can walk at the latest / Part.1: SHIPPO TALES









　　　　♪




　流れている間に、すべてを失なくしてしまったんだ。




　意味などなくて、

　意味などなくていい。

　だって、自由になれたんだから。

　こんなにも自由なんだ。

　全部、何ど処こかに落としてきてしまったから。

　ほら、なんにもないんだ。

　空っぽなんだ。

　ほら、ここらへんとか。

　空っぽのままだろう。

　こんなにも自由なんだ。

　──え？

　これは自由じゃないの？

　じゃあ、なんだろう。

　なんなんだろう。

　これはいったい、何なんだろう。

　ボクは、いったい、何から自由になったんだろう。




　そうか。

　そうだね。

　捜せばいい。

　意味などなくて、

　意味などなくていい。

　行ゆこう。




　鳥が泳いでる太たい陽よう光こう線せんのかなた。
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　　　　♪




　点と線せんをつないで、彩いろどられた世界だった。




　本当によくできている。

　これが──ウソなら、何がホントなんだか。

　大地を踏みしめて、跳はねてみる。

　一回、二回、三回……。

　身体からだがやけに軽くて、少しずつふわりふわりと、地面から遠ざかる。

　重力から解き放たれていく感じがした。

　自分であって、自分でない。

「よし、今日きようもはじめますか！」

　彼は天を仰あおぐ。

　絵に描かいたような白く大きな雲が、気が遠くなりそうなほど遠くの空を泳いでいる。

　視線を平行に変えれば、露ろ骨こつにこの世界が丸い球体でできているとでも言いたげに、地平線が曲線を描く。それに沿って青々とした草原が果てもなく広がっていた。見渡す限りは、何もない。

　しかし唯ゆい一いつ、そんな中に目に付くモノがあった。

　それはまるでホログラムのようで、七つの光をたたえながら回転している。

　それは模様で──この世界の象徴だ。

　彼は全力疾しつ走そうでそこまで駈かけていく。

　体力がまだまだ有り余っているため、息切れすることもない。

　目の前に立つと、彼の身長よりも大きなそれに手を伸ばす。

　指の先が引き込まれる感覚がした。

　そして、イメージする。これから行く場所を。

　すると彼の身体が徐々に半透明に消えていく。

　世界がつながる。

　世界とつながる。

　新しい世界。

　もうひとつの本当の世界。




　　　　♪




　マザーワールド──ニノ。

　それがこの世界の名前で、『ニノ』は、この世界を造った女神の名前だ。

　真っ白い光の中に点で描いた一粒が、世界のはじまりになった。

　光の中から生まれた新たな世界は、天と地に別れ、やがてくる時を待った。

　やがてくるのは、破は滅めつかそれとも……ただの、目覚めか……。




　流れる時間。間もなくして、生命が誕たん生じようする。

　この世界に〝人〟が現れるまでの間、様々な命が生まれ消えていった。

　人は他の生き物たちを支配し大地の王となる。次に、船に乗り大海へ出た。

　海を駈かけるための船は、羽根を持ち、ついに人は、空を翔かけるようになる。

　人が空に辿たどり着くまで、天空の覇は者しやは、まぎれもなく鳥たちや翼竜ドラゴンだった。

　しかし、鳥たちは早々に、人と争うことをやめた。いっぽうで翼竜たちは抵抗し、それは今もなお続いている戦いのひとつだ。

　けれど、人がもっとも敵対するものは、結局、人だった。

　地竜ダイナソーにしても翼竜にしても、自分たちが住む領域テリトリーを侵略されない限りは、危害を加えることはないが、人はみずからのテリトリー以上のものを欲しがった。そうやって、人はこの世界の覇者となっていった。

　ただ、『この世界の覇者』と名乗っているのは、他ほかならない人自身。他の生き物たちは皆、そんな風ふうに思ってもないだろう。

　人は、争いを欲す。

　自分の手に余るモノを欲しがる。

　それがこの世界のすべてだとしても。

　人が起こした争いの中、すべての生物が巻き込まれ利用された。

　いつか、世界は大きくいくつかに分かれた。人が勝手に、世界を描いた紙の上に引いた線せんだ。

　それらは今、国を名乗り、互いを牽けん制せいし合っている。

　もともとは、たくさんの国が存在していたが、繰くり返される争い──戦争によって、国は国を乗っ取り、四つの国が台頭する。

　ひとつは西に位置する、翼竜さえも従えるほどの武力を持つ帝国。

　ひとつは東に位置する、最初に大地を支配したとされる者の末まつ裔えいの王国。

　ひとつは南に位置する、少数民族たちが集まり天と地と共生する共和国。

　ひとつは北に位置する、魔ま術じゆつという独自の文化を発展させ栄える魔法国。

　帝国の、隣りん接せつした小国への侵略ではじまった新たな紛争は、帝国への制裁を名目に、領土拡大を狙ねらう王国がすぐさま介入した。帝国と王国の戦力はほぼ互角、他ほかの二国は静せい観かん状態ということもあり、大きな戦争にはまだ発展していない。しかし、帝国と王国の争いは、共和国や魔ま法ほう国こくに接する小国を舞ぶ台たいにしていることもあり、いつこの均きん衡こうが破れてもおかしくはない。やがて周辺国も否応なしに戦争に巻き込まれるだろう。

　すでに現在──魔法国では、帝国へ荷か担たんしようとする者、王国へ荷担しようとする者が出はじめ、それを制止しようとする者、傍観する者で、もはや分裂状態。

　そして、共和国では、他民族国家という性質上、戦争に打って出ようとする民たみや、あくまでも専守防ぼう衛えいを訴える民、それらにはまるで無関心の民など、意志はひとつにまとまっていなかったが、共和国の代表である男のカリスマ性で何とか、国としての機き能のうを保っていた。

　だが、世界中の国々、人々が戦争に飲み込まれるのはもう時間の問題だということも確たしかだった。今はまだ、牧歌的にゆったりとしたいつも通りの生活を送っている街や村も。

　そんな戦争の足音が人々の耳にも届きだした街に──彼はいた。

「おう、またきたのか」

　道具屋の扉とびらを開けるとすぐ、カウンターに立つ、もさもさとした口ひげのオヤジが声をかけてきた。来店二度目からは決まってこの科白せりふだ。

　いつ見ても、接客には向いてないごっつい顔だと思いながら彼は、

「薬草くれる？」

　とカウンター越しにオヤジに言う。

　オヤジは、満面のスマイルで応こたえた。

「安くしとくぜ、どんどん買っていってくれ」

　愛あい想そうはいいんだけど、安くしてもらったことはない。これもいつものこと。

　ようはこの手の決まり文句ってやつだ。定型文通り。

　もはや気にすることもなく、彼は代金を払い、薬草を受け取った。

　いつもよりも多めに買った薬草を仕し舞まい込むと、彼は、髭ひげ面づらで愛想を振りまくオヤジに背中越しに手を振り、店を出た。

　昨日きのうこなした仕事の報ほう酬しゆうが自分のレベルにしてみると高こう額がくだった。そのおかげで、ようやく道具も装備も買い増すことができる。初期の短剣ダガーなど軽装備のままでは、狩りもつらくなってきた。これで新しい仕事にも取り組めるし。

　うまくできてるな、この世界は。

　たとえば、陽ひが昇るのも沈むのも、星が巡るのも、月がふたつあって、ひとつはいつももうひとつのうしろに隠かくれてしまっているのも、風が冷たいのも温かいのも、雨が降るのも。今もこうしている間にこの世界の何ど処こかでは争いが起こり、大きな戦争になろうとしてるのも。

　すべて誰だれかの計算上のことだったとしても。

　生きるのも、死ぬのも、決めるのは自分自身だ。何をしようが、するまいが、自分自身のこと。

「まあ、結局、この世界がうまくできてるってことの確かく認にんになるだけか」

　彼は独り言をすませると、街の中を歩きはじめた。

　通りは整せい備びされてはいるが、特に舗ほ装そうをしているワケではない。固められた土がそのまま露ろ出しゆつしている。雨が降ると水がちゃぷちゃぷと音を立てるほどたまることもある。

　空を見上げれば、羽根の生えた巨大なくじらが雲といっしょにぷかぷかと泳いでいる。視し線せんを戻して。

　今、彼が歩いているのは街のメインストリートの一角。中央に位置する噴ふん水すい広場のすぐ傍そばだ。

　噴水の周りでは、街の人々がそれぞれの時間を過ごしている。数人の子供たちが何度も同じように、飽きもせずバタバタと走はしり廻まわる。住人たちの声は聞こえてこない。こちらが話しかけるまでは、誰だれも彼に見向きもしない。まあ、それは此こ処こでも彼処あつちでも変わらないが。

　それが彼が見み慣なれたいつもの街並みだった。

　街並みといえば、ここはきちんと区画され、南側にある教会を中心に扇せん状じように広がっている。煉れん瓦が造づくりが一般的な家屋で、教会から北へ、噴水広場を越えて続くメインストリートには、商店などがずらりと軒を連ねる。

　地味ではあるが、この周囲では一番の活気を持っている。まだ不自由はない。

　まだ、というのは、彼がこの街にやってきて、それほど長い時間は過ぎていないからだ。

　慣れてきた部分はあるものの、彼にとってはこの街や周囲のすべてが目新しさで埋め尽くされていた。

　彼は、傍かたわらの木製ベンチに腰を下ろした。

　中央にある噴水──この世界の創造主、女神を模した像が持つ水みず瓶がめから、水があふれている。

　緩ゆるやかに流れる水の音。それが時間の流れさえも緩やかにしているように感じた。

　そういえば、ここに来てからのんびりしたことがなかった。

　時間を惜しんで、ずっと動きっぱなしだった。

　過ぎてしまった時間を振り返ってみたところで、やり直しでもしないかぎり元には戻らない。判わかりきったこと。

　それに、やり直したいなんて思ってない。ここにきたことはもちろん、過ぎた日々に後悔はなかった。

　むしろ、

「楽しいよ、まったく……」

　呆あきれるほどの満足感に、彼は半分笑っていた。

　ベンチの背もたれに寄りかかり、天を仰あおぐと、あいかわらず絵に描かいたような青空に、羽根を広げたくじらが悠然と泳いでいるのが遠くに栄はえる。

　背景の雲が、何かに運ばれるようにして流れていく。

　そんなとき。

「よう、なにやってんだ？」

　不意に声をかけられた。

「え？」

　彼は驚おどろいて、身体からだを起こした。

　なにしろ、この街にきて、誰だれかに声をかけられたのははじめてだったからだ。

　声をかけてきたのは、見知らぬ男だった。

　それでも、彼には男が何者なのかすぐに判わかった。

　男も彼が何者か判っている。だからこそ、声をかけてきたりしたんだろう。

「驚いたよ。まさか、こんなところで他のやつに逢あうなんて思わなかったからな」

　そう言って、男はひとなつっこい笑え顔がおを浮かべる。

「こんなところにいて、悪かったな」

　彼は、歩み寄ってくる男に対し、冗じよう談だんを返すような口く調ちようで言った。

「ああ、すまん。そっちをバカにするつもりじゃなかったんだ」

　申もうし訳わけなさそうにぽりぽりと頰ほおをかく男は、彼よりも数倍大きな体格をしていた。大きく露ろ出しゆつした隆々とした筋肉、そして、特徴的なのはその頭部──燃もえるように朱あかい鬣たてがみに、笑うその口元に見えるのは、鋭するどい牙きば。まさしく獅子ライオンだ。

　獣人系ビーストタイプか。と、彼は自分の中の知ち識しきをさぐってみる。

　たしか獅子の獣じゆう人じんは、魔法チヤームは不得意だが、人よりも体力面では突出していたはずだ。個人差はあるが、基本的には好んで戦をしない部族に入る。

「俺おれは、『サルク』という。この街を西に行った森林の村からきた」

　名乗ると男は、ちょっと悪い、と言いながら、巨体を押し込むようにして、彼と同じベンチに腰を下ろした。

　思わず笑ってしまうくらい、幅広のベンチが狭くなった。

「そっちは？」

　男が訊きく。

　もちろん、名前を訊たずねられている。

「オレは、──『ニーノ』だ」

　答えた。

　が、これは偽名だ。

　そして、さっき男が名乗った『サルク』というのも、同じく偽名。

〝彼ニーノ〟にも、サルクにも、本当の名前がある。けれど、此こ処こでは、彼らのような存在は、偽名、というよりも、愛称ニツクネームのようなモノを使うのが通例だ。此処と彼処あつちは、つながっていても別々の世界ってことの現れでもある。此処は此処で、彼処は彼処。基本中の基本だろう。

「こんな街にいるってことは、ニーノは、狩りやハンターの仕事でもしてるんだろ？」

　しかし一方で、サルクは、此こ処こで自分以外の他ほかの〝誰だれか〟に逢あうのがはじめてらしく、いろいろと話しかけてくる。はしゃいでいる。

　彼の方も、〝誰か〟と接触するのははじめてだった。はしゃぐほどではないけれど、それなりに興きよう味みは湧わいてきていた。

「まあね。昨日きのうは、地竜ダイナソー退治の仕事をこなしたら、賃金がかなりよくてさ」

「地竜か。そりゃすごい大物だな」

　サルクは、巨体をすくめる。大柄で、獅子ライオンといっても猫科の顔をしているものだから、何ど処こか愛あい嬌きようを感じさせた。こうして話しているときの感じから、悪いやつじゃなさそうだと判わかる。

「いや、小物だよ。地竜っていっても、ものすごく小さいヤツさ。ただ、やったら凶きよう暴ぼうだったけどな、手持ちの薬草全部使っちまったよ」

　その小物に何度か死にそうになるほど追いつめられたことを思い出し、彼は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そうか。俺おれも村の傍そばで昨日まで狩りばかりしていたんだ。けど、そろそろ違うところにも行ってみたくなってな」

「まあ、普通、そうだよな」

　言って、彼は自分で笑ってしまった。

　この世界は、とても広い。果たして、果てまでたどり着けるどうか。今もどっかで誰かが誰かと争っているが、この街はのどかだ。こうしてくじらが泳ぐ空を眺めながら、ただ時間が過ぎるのを待つことだってできる。

　すると、サルクも同じことが脳裏をよぎったのか、

「いつか、ここも戦場になるんだろうか……。誰かが書いたシナリオ通りに」

　そんなことを言った。

「だろうな」

　彼は簡かん単たんに答える。

　実際、こうやっているときも戦せん渦かは確かく実じつに広がっているはずだ。

　しかし、彼やサルクが、戦争に加わるのも、加わらないのも、選せん択たくは自由で、決めるのは彼ら自身。きっと彼ら以外の〝誰か〟はもう、戦争に参加することを選えらび、戦っている。それが王国側なのか、帝国側なのか、何処に属すかは判らないが。

「俺はこのままがいいなぁ」

　ぽつりとサルクが言った。

「だって、獲え物ものを狩ったり、モンスターをハントしたりしてるほうが楽しくはないか？」

　大きな猫の目、いや、獅子の眼が彼の顔をまじまじとのぞき込んでくる。

　今のところ、サルクには戦争に加わる意志はないようだった。

　それは彼も同じだった。

　でも──

　澄すんだ空を見上げ、ため息をひとつつく。

「サルクやオレにとっては、そうかもしれないけど、〝誰だれか〟にとってみれば、そうじゃないこともあるさ。自分が所属する国の領土を広げたいヤツ、もしくは、ただ戦争がしたいだけのヤツもいるだろ？」

「……そうか、そうだよな……」

　サルクはひどく残念そうに、しかし納得はしている様よう子すでうつむいた。

　そして、図体のワリに小さな声で言った。

「俺おれは、これからこの世界を旅して各地を巡ろうかと思っているんだ。そんななかで、色々なことがあるだろうから、そうしたら、気も変わるかもしれないよな。今はこんなことを言っているが、明あ日すには気が変わって、戦争屋になっているかもしれん」

　それも自由で、本人が決めることだ。

　この世界では、他人よりも自分なんだから。

　彼処あつちとは違う。

「よし、まだ、タイムアウトには時間がある。ちょっと街を廻まわってくるよ」

　そう言うと、サルクが沈んだ気分を振り切るように勢いよく立ち上がった。

　木製のベンチからはミシミシと悲鳴が上がった。

　サルクの巨体が動くと陽ひが遮られて、彼は完全に影かげの中。

　見上げる彼は言う。

「この近くに食堂兼酒場があるから、そこに行けば狩りの情報も手に入るぞ」

「ありがとう。じゃあ、行くよ」

　と歩き出したサルクだったが、しかし、すぐに振り返った。

「そうそう。俺は、もうしばらくこの街にいようと思っているんだが、ニーノは？」

「オレもとうぶんは、ここを拠点にするつもりだ。帝国や王国の方には、他ほかの〝誰か〟がけっこういるだろうしな」

　彼が言うと、サルクはうれしそうに、にっこりと笑った。

　獅子ライオンのくせに、本当に愛あい嬌きようのあるやつだ。

「なら、また逢あえるな」

「たぶん、な」

「じゃあな、またっ」

　サルクは、手を振って、今度こそ立ち止まることなく歩き出した。

　その屈強で巨大な背中を見送りながら、彼は、

「……やっぱ、猫背なんだな」

　そんなことを確かく認にんすると、やはり笑えた。

「オレも行くか」

　サルクが言ってたようにタイムアウトにはまだ時間がある。

「でも、どうするかな」

　今日きようもハンターの依頼をこなそうと思ったが、なんだか気が乗らない感じだ。

　サルクは、街を廻まわるらしい。

　そういえば、はじめにこの街にきたとき、地理を把握するために軽く巡ったくらいだった。

　まだ、訪れていない箇所を捜してみるのもいいかもしれない。

「そうするか……」

　彼は、サルクが去っていった方とは逆に向かって歩き出した。




　　　　♪




　メインストリートを外れ、扇せん状じようの街を西へ。わざと狭い路地を選えらびながら通り抜けていく。

「へぇ、こうなってるのか。よくできてるなぁ」

　とか、彼は街の細部に感心する。

　住宅地ではあるが、狭い路地に家々がパズルのように組み込まれている。階段を上ったと思ったらすぐに下くだり。街の地図で、全体像は把握していたけれど、ここまで細かくは知らなかった。

「案外、こういうところに隠かくし通路とか、あったりな」

　一ひと際きわ狭い路地を進みながら、彼はふとそんなことを考えた。

「──ん……」

　しかし、そんな戯たわ言ごとのような予感は、徐々に現実味を帯びてくるようになる。

「なんだこれ……？」

　自然と半笑いになった。冗じよう談だんで言ったつもりの事柄が、目の前にあったからだ。

　さっきからずっと狭い路地を進んでいる。けれど、その終わりがなかなか見えてこなかった。頭の中の地図上なら、もう、とっくに西の端の通りに出ているはずなのに。それに細部まで凝こった造りをしていた路地や家たちも、あからさまな手抜きで立体感を失い、絵に描かいただけの書き割りのように広がる。

　いよいよ笑いがおさまらなくなってきた。おかしなことになってきたという不安感より、冒険心みたいな感覚の方がずっと大きくなっている。

「ヤベェ、ヤベェよ」

　そう言いながらもやはり口元には笑えみが浮かんできた。

　きっと、こんなところ誰だれも見付けてないだろう。この街には、自分以外には、あのサルクしか他ほかの〝誰か〟はいない。なら、この不ふ思し議ぎな現象はまだ自分だけしか経けい験けんしてないはずだ。

　そう考えてみると、よけい笑いが止まらなくなる。

　そして、終わりのこない路地をさらに前へ前へと進んでいく。先刻さつきから景色けしきの変化はほとんどない。あいかわらず手抜きな書き割り──何枚かの『絵』をランダムに並べ替え、それをつなぎ合わせたような印象だ。

「まあ、実際そうなんだろうけど……」

　ほくそ笑えむ。

　が、同時に、終わりが見えなさすぎることも気がかりだった。

　何ど処こまで続くのか。

「いくらなんでも、長すぎだろ……ッ」

　狭い路地を巡る。次第に同じところをぐるぐると廻まわっているような感覚に陥ってきた。

「タイムアウトが近付いてるってのに……。くそっ、もしかしてこれ、隠かくし通路じゃなくて、ただの『バグ』なんじゃないのか……」

　それを示すように路地から見上げる空には、ずっと同じ場所に羽根くじらがいた。動かなくなっている。

　こうして此こ処こで過ごしていると忘れそうになるが、コレを見付ける方が本来の仕事だ。

　だとしたら、一ちよつ寸と前まえまではしゃいでいた自分が恥はずかしい。

「なんだよ……、ったく。──でも、とりあえず、行けるだけ行ってみるか。仕事だしな」

　彼の表情からは笑みが消えた。少しの落胆のあと、黙もく々もくと路地を進んでいく。

　同じ景色が続くせいか、それとも他ほかの要因があるのか判わからなかったが、平へい衡こう感覚が失われつつあった。ときどき、赤茶けた壁かべに手をつかなければならなかった。

　ずっと一本道を真まっ直すぐきたはずなのに、まるで迷路で彷徨さまよっている感じだ。このままじゃ、前に進んでいるのか、後ろに戻っているのかすら判らなくなるかもしれない。

　しかし、彼が歩みを止めることはなかった。

「どうせ、もうじきタイムアウトだしな……」

　そんなことをうわごとのようにつぶやきながら、眩暈めまいにも似た感覚の中、一歩、一歩、前進していく。自分でもよく判らなかった。どうせ、このまま行っても先には何もないはずだ。

　なのに何な故ぜ、先を目指す？

　彼は頭の何処かで今自分のやっていることが無む駄だ以外の何物でもないと理解しながら、一方では、この先に何かがあるような気もしていた。

　期待とは少し違う。

　それもこのまま行けば判るだろう。




　そうして、ついには果てに辿たどり着いてしまった。







　────リン。







　耳鳴りかと思ったが、違った。遠くのようで、不意に耳もとすぐ傍そばで鳴る鈴の音だった。

「………………なんだ……？」

　そして、続いていた道がぱたりと消えた。

　目の前に見えていた赤茶けた壁かべも消えて失なくなった。

　光が路地の奥の方から溢あふれる水のように流れ込んできた。その瞬しゆん間かんだった。

　彼が瞬まばたきをしている間に、景け色しきは変わる。

　目の前に溢れてきたのは、見み慣なれた光景。

　女神の像も流れる水も、少し前に見たときと変わっていない。

　ただ、妙に色あせている──噴ふん水すい広場だった。

　白黒だ。そこは白と黒でできた世界。

　錯さつ覚かくかと何度か瞬きをしてみたが、光を浴びて目がくらんでいるワケじゃない。

　知っているはずの赤茶けた煉れん瓦が造づくりの街並みは皆、白と黒だけ。







　────リン。







　まただ。鈴の音が鳴った。

　彼は辺りを見渡す。何度も何度も。

　それなのに、それはすぐ近くにいた。

「なんだ、こいつ……」

　目の前に、真っ黒い猫が浮かんでいた。蝙蝠コウモリのような羽根を何度かはためかせる。

　黄おう金ごん色いろの瞳ひとみがくるりと彼を見ていた。白黒の中で色が付いていた。

「モンスター……かッ」

　彼はとっさに腰に差した短剣ダガーに手をやり身構える。

「誰だれが怪獣モンスターだっ！」

　としかし、奇妙な黒猫は拍子抜けするくらい可愛かわいらしい男の子の声でむくれた。

　パタパタと羽ばたいて、器用に腕組みをしながら彼の視し線せんの上へ昇っていく。

　黒猫は、白黒の噴水広場を囲むように並ぶ建物のひとつに向かう。その先、屋根の上に白く浮かび上がるモノがあった。

　それは女の子の姿をして屋根の上に腰を下ろしていた。

　長い髪も身にまとったワンピースもその透すき通りそうな肌も全部真っ白の女の子。だからこそ、その足もとの赫あかい靴がやけに鮮あざやかに映えた。

　まるで基本的なルーティンを無視してそこにいるようだ。

　もしかして、コレは、最初からシナリオにあったイベントのひとつ？

　にしても、いろいろと不明な点が多い。となると、最近追加されたプログラムなのかもしれない。

　そんなことを考えていると、女の子の黒目がちな瞳ひとみが彼に向けられた。

　彼は息を吞のんだ。

　ふわりと浮き上がった。女の子は黒猫を連れ、彼の方へゆっくりと向かってくる。

　彼は逃げることも立ち向かっていくこともできずに、ただ、真っ白い女の子と黒猫がこちらへやってくるのを待っていた。ふわり浮かぶ女の子の白く長い髪とワンピースがなびいて、彼の目には羽根を広げているように映る。

　見み惚とれていた。

　女の子が手にしているモノが、その花きや車しやな身体からだと幼さの残る容姿にはひどく不釣り合いな鈍にび色いろの巨大なカマだったとしても。むしろ、その不ふ調ちよう和わが女の子の不ふ思し議ぎな魅み力りよくを引き立てる。

　音もなく女の子は、地面に降り立った。そのとき、彼の視し線せんが気になったのか、ワンピースの裾すそを片手で押さえながら。

　と、黒猫が、

「なに、モモのことジーッと見てんだよぉ、イヤらしいなぁもう！」

　不ふ機き嫌げんそうに彼の視線と女の子の間に割って入ってきた。

「──なっ!?」

　彼は自分の視線に反応した黒猫に驚おどろいた。

　ＮノンＰプレイヤーＣキヤラじゃないのか!?

　感情をあらわにして、ギッ、とにらみを利きかす黒猫。

　すると、その背後から声が鳴った。

「大丈夫だから、ダニエル」

　真っ白い女の子の声は、とてもオトナびているのに、ひどく幼い響ひびきをしていた。

　まだ不満そうだったが、言われた黒猫は羽根をはためかせ女の子の周囲をくるくると廻まわる。女の子を護まもろうとしているようだ。

　予測していなかった出来事が同時に複数起こり、混乱しそうになる。それでも彼は思考回路を正常に働かせようとする。そしてまず、至し極ごく当然な疑問が浮かんできた。

　ＮＰＣじゃないなら。この子たちはいったい何者なんだ？

　自分と同じような存在、他ほかの〝誰だれか〟か──

　もしくは、何らかの原因で発生した〝バグ〟なのか──

　考えている間、視し線せんは目の前の真っ白い女の子に張り付いていた。ずっと。

　そうしたら、わさわさといっそうはためく黒猫の羽根の音が聞こえはじめた。不ふ機き嫌げんな様が在あり在ありと伝わってくる。

　それほど、黒猫にとってこの女の子が大切な存在ってことなんだろう。それがＮノンＰプレイヤーＣキヤラならプログラミングということになるが。

　と──

「あなたは、此こ処こで何をしてるの？」

　不意に女の子が彼に訊きいてきた。

「え？」

　その質問の意味を、『この場所で何をしているのか』ではなく『この世界で何をしているのか』と咄とつ嗟さに解釈した彼は、短い言葉で答えた。

「べつに、仕事さ」

　こんな質問をするということはやはり、この子たちは、この世界に居いる他ほかの〝誰かプレイヤー〟の可能性が高くなった。だが、質問の内容は彼処あつちを連想させる。此処こつちではある種のタブーにも拘かかわらずだ。

　だとすると、〝バグ〟の可能性も……。

　バグと考えた方が、楽ではあった。その存在も質問もこの世界では無意味すぎる。

　不ふ可か思し議ぎな白黒の場こ所こも、目の前の女の子も黒猫も。

　その方が納得できる。

　真っ白い女の子と黒猫を交互に見やる。

　黒猫は変わらずにらみを利きかせていて、女の子は微かすかに微ほほ笑えんでいた。

　でも、それは何ど処こか作りモノのように見えて、哀かなしい表情だ。

　どうして、そんな顔をするんだろう。この世界で。

　どうして、哀しいんだろう。この世界に居るのに。

「──この世界は、ニセモノだから」

　頭の中を読み解かれたみたいだった。女の子が真まっ直すぐに彼を見み据すえていた。オトナびているのに幼い不思議な声が響ひびく。

「でも、本当なんでしょ？　此こ処こに在ある限りは。それに誰かにとっては本当になるはずだから」

　この世界は、現実だ。

　間違いなく。




　ただ、それは存在している時間だけ。

　ただ、それはもうすぐ終わり。

















──タイムアウト。


















　──暗転。




『強制ダイヴアウト』




『パイロット、正常』




『確かく認にん』




　──覚かく醒せい。




　それと、ともに、




　──音楽。







　　　　♪




　目覚めは重く。

　静かに流れる音楽は、アップテンポでたたみかけるようにドラムが鳴っていた。

　あいかわらず、目が覚めると全身から力が抜けてけだるい。

　まだ、頭の中も、視界もぼやけている。

　仕方がない。カプセル型の装置の中で、眠った状態だったんだから。

　定まらない視界には、白い天てん井じよう。カプセルを閉じている蓋ふたのせいでぐにゃりと歪ゆがんで見える。手を伸ばすと、かつんと爪つめがぶつかった。

　触ってみたことがなかったから、はじめての感触だ。おそらく、ガラスじゃない。アクリルかプラスチックか、それとも知らない他ほかの物質か。

　まあ、なんだっていいか……。

『あー、じゃあ、シールドを開けますんでー』

　装置にすっぽりと収まった頭部めがけて、耳もとすぐのスピーカーから、毎度おなじみのやる気のなさそうなアナウンスが聞こえた。

　この声の主が、ここの責任者だというんだから、まったく楽な会社だ……。

　間もなくして、カチャっとロックの外れる音がした。カプセルに蓋をしていた透明の何かが足もとの方からするすると上に持ち上がって開いていく。

　彼は、もそもそ身体からだを起こした。ほとんど同時に大きなあくびが出る。

　それは彼ひとりじゃなかった。その白塗りの部屋の中に置かれた十台のカプセルの中に、おんなじようにあくびや伸びをしている人物たちがいる。

　知った顔や見知らぬ顔。もっとも、知っていてもあまり口をきくこともない。

　ガチャン。

　重い音がして、部屋を閉ざしていたドアが開く。

『おつかれさーん。んじゃ、ちょっと休きゆう憩けいねー。つっても、しばらくはあんまり動かないでくださいよ。起きたばっかりだし。あ、もちろん、激はげしい運動もねー。と、今日きようは新人さんが何人かいるから言っとくー』

　要領を得ない説明科白ぜりふだ。それは小太りで脂ぎった長い髪の毛をオールバック気味に後ろで束ねている、無ぶ精しよう髭ひげのおっさんだった。頭に巻いたタオルも汚い。ボロボロ。頭に巻かれていなかったらぞうきんかと思う。小学生とかから使ってそうだ。昨日きのうも巻いてた……洗せん濯たくは……？

　このおっさんが現場を仕切る責任者だ。さっきのも今のもやる気のないアナウンスはこのひと。みんなからは、『監督』って呼ばれているが、実際は監督じゃなかったりする。あくまでもただの責任者。

　彼にとって、結局のところ、おっさんが監督だろうが、監督じゃなかろうがあまり関係のないことだった。こんなでもおっさんは、仕事はしっかりしている。そのおかげか、彼が、この仕事をはじめてから、面めん倒どうは起こっていない。

　それに、彼はおっさんに気に入られていて、

「どうだ、調ちよう子しは？」

　話しかけられたり、話しかけたりする関係でもある。

　おっさんの、いや、責任者の問いに、寝起きの彼は頭をぼりぼりかきながら答えた。見渡す風景は見み慣なれたモノばかり。病院のような白塗りの部屋に、ラウンドボディのサイバーなカプセル。嫌いやでも現実に引き戻され、最初のうちは、あっちとこっちのギャップに苦笑すらしていた。

「……ぼちぼちっすよ？」

「新しいフィールドとか行ったのか？」

「いや、べつに。いつものところでいつもの調子で」

「おいおいー。せっかく新しいシナリオが追加されたってのにさー」

　残念そうに、おっさんはため息をつく。

「それじゃ、なんにも成果なしか？」

　おっさんが訊きく。

　もちろん、彼の答えは。

「そうっすね。特に問題なしっすね」

「まあ、そりゃそうだよな。特に問題なしだよな」

「そうっすね……、あ？」

「どうした？」

　彼は何か思い出そうとしたが、すぐに引っ込んでしまった。

「あれ、えっと…………」

　まだ、頭が働いてないのか？

　いつもより、深い睡眠状態に入っていたのかもしれない。

「そうだ……そうそう……、バグ？　かと思ったことがあったんだけど……」

「本当か？」

　彼の言葉に、やる気のないおっさんの感じが変わる。技術者の顔ってやつになった。多少、程度だったけれど。

「なんだった？」

　責任者のおっさんが訊たずねる。

「あのさ……オレ……が、いつもいる街でなんだけど」

「うんうん」

「なんか、狭い路地を歩いてたら、迷って」

「は？　迷ったって、そりゃ。おまえが方向音おん痴ちなだけじゃ」

　おっさんは、半笑いで噴ふき出しそうになった。あっという間に、いつもの小汚いただのおっさんの表情に戻ってしまった。

「いや、じゃなくて、地図マツプで確かく認にんしたんだけどさ。そんな道なかったんだよ」

「え？　そうなのか？」

　また、少し技術者な顔。無ぶ精しよう髭ひげのアゴに手をやって、「プログラムかー？」「聞いてないけどなー」「あそこの担当あいつかー」とか、ぶつぶつと独り言でうなる。

　最初から、今みたいに真剣な顔してたら、きっと彼のような若いヤツに『ほぼタメ口』をきかれたりしなくなるんだろうが。それをおっさんに求めるのはちょっと酷こくかもしれない。

「さんざん歩いてって……そんで……、たしか……、あれ？　なんかいたんだっけなー……」

　記き憶おくをたどるがはっきりしない。ひどく曖あい昧まいで、身体からだもふわふわしている。重力のことを無視しているつもりはないけれど、今なら空だって飛べる気がした。

「おいおい、しっかりしてくれよー。まだ寝ぼけてんのか？」

　今度こそ、笑ってしまう責任者のおっさん。

「思い出したら、まとめて提出してくれよ。早めになー。待ってるぞー」

　そう言うと、おっさんは、彼のカプセルから離はなれ、隣となりのカプセルに移っていってしまった。

「しっかりしてるっつーのー……はあぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ]…………ハフゥ[image: ][image: ]……」

　今日きよう一番のあくびが出た。ついでに大きく伸びをする。

　と、

　目の前、一・五メートルほど先の距きよ離りに、向かい合うように置かれたカプセルの中にいた人物と目が合ってしまった。

　その子は、この仕事場ではめずらしく女の子だった。小柄で彼よりも幼く見えた。服装もまとまっていてかわいらしい感じで、ここにいる多くのひとに共通する地味っぽさがない。

　彼の大あくびに、噴ふき出していた。

「すっごいねっ」

　なんて、言いながらひどくおかしそうに。

　恥はずかしいところを見られたかも、と思いつつも彼はあまり気にしてなかった。それより、まだ、なんか眠い……。

　そういや、昨日きのうは学校の課か題だいを夜中までずっとやってたんだった。しかも、まだ、終わってないし……。

「バイトなんて場合じゃなかったかも……」

　けれど、シフトにも入っていたし、代わりに入ってくれそうなひともいなかった。そんなワケで、今日もこうして、カプセルの中……。

「結局、あのあと、狩りとかには行かなかったんですね」

　不意に目の前のカプセルから出た彼女がそんなことを言った。

「は？」

　また出てきたあくびが途中で途と切ぎれる。

　どうゆう？

「なんで、知ってんの……？」

　そう訊たずねるが、彼女はちいさく笑うだけで答えてくれなかった。彼はどうしようもなく、彼女の顔をうかがう。

　普通の感じの子だなあ、と思っていた彼女だったけれど、改めてこうして見てみると、とても魅み力りよく的てきな女の子に思える。右の頰ほおにえくぼができたりするのが、愛らしい。

　なんか、笑え顔がおが人なつっこくて。よくなつく猫って感じだ。

　……猫？

　猫かぁ……ん？　あれ？　この感じ、どっかで……。

　……猫──猫科。

「あ　もしかして、あんた──サルクぅぅ？」

　あの獣じゆう人じん、でっかい図体に凶きよう暴ぼうな顔、なのに、妙に愛あい嬌きようのあるやつだった。

　彼女が、そのサルクの本当の姿なんだとしたら、納得できる。あっちでのことを知っている理ワ由ケも、巨体の獣人の愛嬌の所ワ以ケも。
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　端々にかいま見えていた可愛かわいらしさの原因は、女の子に所以ゆえんしていたよう。しかし、あまりにもギャップがある。目の前の彼女は、彼と同おない歳どしくらいでも幼さを残すかわいい女の子だ。

「ははは。そっか、そうか。あんたが……。あーでも、よくオレのこと判わかったね」

　彼が言うと、彼女は、申もうし訳わけなさそうに、

「あ、すいません。さっき主任と話してるのを聞いてたら、なんとなく、そうかなって……」

　主任とは、責任者のおっさんのことだ。ああ見えて、わりとエライ。

「なるほどね……」

　小柄で愛らしい感じの彼女が、獣人だったなんて驚おどろいた。しゃべり方もまるで違う。そういえば、あっちのサルクはなんだかぎこちない口く調ちようだったような気もしないでもない。

　それはゲームの中のことだ。べつにめずらしいことじゃなかった。

　他ほかの〝誰だれか〟だって、あっちの世界では、男が女をやっていたり、女が男をやっていたりする。男は男、女は女、という縛りルールなどないんだから。

　あっち──『マザーワールド・ニノ』では、彼らは自由だ。

　すべての選せん択たく、決めるのは彼ら自身。




　それこそが、ヴァーチャル＝リアル・ロールプレイングゲーム『ニノ』の基本精神──




　　　　♪




　友人からは、『ニノ』と呼ばれ、マザーワールド・ニノでは、『ニーノ』と名乗っている。

　彼が制作途中のゲーム、『ニノ』のデバッガーになったのは、ほとんど成り行きだ。

　友人に、「ニノがニノでニーノやんのかよ！」と、くだらないダジャレをさんざん聞かされた。なにしろ、本当はその友人が『デバッガー』募集に応募したんだ。

　選考過程には、テストや面接があり、独りでは心細かったらしく「いっしょにどうよ？」と誘さそわれた彼も応募することになった。

　ちょうど専門学校に進学して、バイトでもはじめようかと思っていたところだった。

　結果としては、友人は見事、落らく選せん。が、彼は受かってしまった。

　まるで「友達がオーディションを受けようっていってぇ、たまたまぁ、いっしょについてきただけなんですけどぉ、わたしがぁ、受かっちゃってぇ」という、言い訳丸出しアイドルのよう。

　かなりのゲーマーで、「ゲームのためなら死ねる」と公言してはばからない友人が落選で、「ゲーム？　まあ、好きっす！」と言いつつ、おもしろそうなゲームがでたらプレイする程度の世間一般的ライトユーザーな彼が受かってしまった。

「どうして、おれじゃなくて、おまえなんだよーっ！」

　と涙で訴えてきた友人の話を詳しく聞くと、どうやら、やつは面接で少しでもよく見られようと、履り歴れき書しよに噓うそ八はつ百ぴやくを書き倒したらしい。そりゃ、落ちて当然だ。

　しかし、判わからないのは、彼の方。面接でも「まあ、好きっす！」と元気よく言っただけの彼が合格した理由。

　これは、友人のゲーマー知ち識しきに基づく憶おく測そくだが、

「ゲームがそんなにうまくなかったりするからこそ、見付かる〝バグ〟もあるんだよ。あ、バグって判る？　ゲームのプログラミング中に出るミスやらで起こる不具合のことな。何気ない操そう作さしたら、初っぱなからラスボスと戦せん闘とうになったとかな。んなもん、ないけど」

　そんなことくらい彼でもなんとなく知っている。話は、ここからだった。

「で、バグを見付けたり、取り除いたりするのがデバッガーな。しばらくデバッガーをやってると、ここでこうすると、ほらバグった！　とか感覚で判るようになったりするらしいのな。おれも前、デバッガーやってたとき、その域まで達しそうだったからな。まあ、それは置いといて。けど、ゲーマーだと当たり前すぎてやらない操作もある。どう考えても意味のない操作とかな、普通しないよな、無む駄だだって判ってんだから。けど！　しちゃうやつもいるんだよ。たとえば、ゲームにそんなに詳しくないやつ。誰もミスしないようなところで、ミスをする。と、ありえないようなことから起こるバグもあったりするわけな」

　つまりは、面接のときに、ゲームはそれなりにしかやらないという彼のイメージが、逆に面接官には効果があったらしい。

『ニノ』が、ゲーマーやゲーム好き以外のライトユーザーにもプレイできるように設定しているという証明のためでもあったのかも。

　そうして、彼は、『ニノ』のデバッガーになった。

　が、ニノの制作チームでは、デバッガーとは言わず、『テストパイロット』と呼んでいる。

　その所以ゆえんは、ニノの特殊なプレイ方法にあった。

　ニノは、ヴァーチャルリアリティをついに実現した最新鋭のゲームだった。

　架空現実の中の世界で、自由に人が等身大のキャラクターとして動くことができる。テレビやモニターに映った自分の分身──キャラを、コントローラーを使って操作するんじゃない。ニノでは、自分自身がキャラクターになり、冒険していく。

　そのために開発された特殊なカプセルの中に入り、睡眠状態になる。それから、脳から出ている波動、特定の脳波と同調シンクロすることにより、〝夢〟の中に架空現実を作り出し、さらに、それらをコンピューターによって複数の人間と世界を共有するのが、このゲームだ。

　──が、脳波うんたらかんたらに関して、彼はあまりよく判ってない。

　なにしろゲームについて、テストパイロットになるための講こう義ぎを受けるとき、脳波の説明に入ったあたりで、あまりに眠くなって爆ばく睡すいしてしまったからだ。講師（責任者のおっさん）に気付かれなかったもんだから、脳波に関する部分をすっぽりと聞き逃してしまった。

　まあ、あとで同じ講こう習しゆうに参加したテストパイロットに話を聞いたら、ちゃんと講習を受けていても、なんとなくしか判わからなかったという。

　だったらなんとなくなら大丈夫だ。彼も理解している。

　とにかく、このゲームと機き器きが数々の研究において人体に悪あく影えい響きようのない安全なモノだと証明されていること。それだけで十分だ。

　むしろ、真のゲーマーは、多少身体からだに害があっても、こんな夢のようなゲームをいちはやくプレイできることの方が重要なのかもしれない。実際、そんな話も耳にした。

　一方の彼は、友人に誘さそわれてテストパイロットに応募したという成り行き上だった、ゲームはそれなりの専門学生だ。

　ゲームと命だったら、迷わず命を優ゆう先せんさせる。

　ま、こんなことだから、同じテストパイロットの真のゲーマーたちから反感を買っているという事実が悲しくも存在してしまっている。でも、しょうがない。事実なんだから。

　仮に、ゲーマーのフリをしたとしても、すぐに化けの皮ははがれてしまう。

　類は友を呼ぶというのとは違うかもしれないが、ゲーマーはゲーマーを見抜く力があるようだ。そいつが『もぐり』か『もぐりじゃない』かは、話してるだけで判ってしまう。彼もそうやって、簡かん単たんに見抜かれてしまった。

　たとえば、あるゲームをやっているかやっていないかとか、そのゲームにおける着眼点、楽しみ方とか。いろいろ。

　しょうがないだろ。オレは、ただのほんのりゲームが好きな、ただの専門学生なんだから。

　しかもその専門学校も服飾学科だし。くわえて、なんにも進路が決まってなかったから傍そばにあったファッション誌を見て、なんとなく興きよう味みがあった服飾の方にきただけ。

　どんだけ自分がないのかと。

　だけど、『マザーワールド・ニノ』では、自分のやりたいことをやっている。

　テストパイロットとしての任務は、基本的にゲームをプレイすること。たまに、こうしてくれああしてくれという指示があるが、そのほかは、自由だ。

　彼は、狩りしたり、依頼されたモンスターを退治したり、小こ銭ぜにを稼いだりして、ファンタジー世界をどっぷりと楽しんでいる。

　仕事自体は、三時間プレイ、のち、強制的にヴァーチャル世界から退場させられる。これは安全面、テストパイロットの健康などを考こう慮りよしてのこと。それから休きゆう憩けいがあって、またヴァーチャル世界に入る。その繰くり返し。なので、拘束時間は長めだ。

　でも、バイトの間、ほとんど寝てるだけ。夢の中で跳とんだり跳はねたりしてるだけで、お金がもらえるなんて、最高じゃないか。

　本当に夢のようだ。

　夢の中はファンタジー世界。けど、あそこはまるで現実世界。

　感覚がリアルすぎて、いったいどっちが現実か仮想か、判わからなくなるんじゃないかと、最初は心配になるくらいだった。

　しかし結果的に、現実とヴァーチャルを混同させることはまだない。だいたいあっちは、どファンタジーの世界なんだ。現実と間違えようがないだろう。




　　　　♪




　今日きよう、一回目の『マザーワールド・ニノ』へのダイヴが終わり、休きゆう憩けいの間ずっと、彼はぼんやりする頭で考えていた。

　なんだっけなー。

　オレ、なんか見たんだよな。

　なんだ？

　なんだった？

　噴ふん水すい？

　噴水は関係ないか。

　あれ？　じゃあ、なんだよ。

　やべぇ、ぜんぜんぼんやりとも思い出せねーし……。

　ま、いいか。

　また、あっちいったら、思い出すだろうし。思い出さなかったらもう一回、同じことやってみればいいだけだ。

　とにかく、あそこでは、何をするにも自由。決めるのは自分。

　夢の中でのできごとが、現実になるんだ。

　手にした缶コーヒーを一口飲み込む。

　ぼんやりとしながら彼は何気なく思い出した。

　しかし、思い出したかったこととは違った。

　ふと頭に浮かんできたのは、ひとりの哀あわれで惨みじめな男の話だ。

　莫ば迦かみたいな話だとずっと思っていたが今、あらためて思い出しても、それは彼の中でなんら変わらなかった。

　大昔、夢を数式で解こうとした男がいた。男はいわゆる天才で、自信家で、野心家だった。

　そんな男には数学で解けない問題はないという強い思いがあった。けれど、夢というのは、ひとそれぞれにあって、目を閉じて見るモノと目を開けてみるモノがある。それら全部の答えを男は導こうとした。

　いつか、美しい数式ができあがり、答えを見付けるそのときを信じて。でも、結局、最後まで答えは出なかった。

　天才だと自身でも信じて疑わなかった男が、髪の毛が真っ白になり、ふっくらとしていた頰ほおは肉がそげ落ち、生気を失った。だがそれでも求め続けた。人々の賛辞の的だった男は、いつしか哀あわれみの対象になってしまっていた。

「かわいそうに狂ってしまったんだ」

　そんな風ふうになっても、男は必死にもがいた。人の夢の答えを、数式の答えを導き出そうと。星にまで届くほど長い数式をつづり、何度も何度も試し行こう錯さく誤ごを繰くり返す。必死にもがいた。

　だが、そのまま男は死んだ。ひとりで寂しく。夢の答えを数式によって導くことなく。

　正直言って、悲しくもなんともない。

　だって、バカだろう。答えのないモノの答えを探すなんて。

　でも、今。計算機コンピユータによって、人が夢の中へと導かれている。ゲームは、人が作った数字でできた〝夢〟だ。コンピュータが作りだした幻の世界。しかし確たしかに其そ処こに在る世界。

　そして、マザーワールド・ニノは、人とコンピュータが作った夢の中の世界だ。

　あわれな数学者はこんなことを予想できただろうか。

　男の数式は、こんな現実を見付け出せただろうか。

　これが、数学者の捜した答えのひとつだとするなら。もしくは、答えを導くタメの数式のひとつだとするなら──

　だとしたら、おかしくてしょうがない。

　たのしくてしょうがない。

　あんたの見付けられなかった答えを、オレは持ってるんだぜ。

　バカヤローが。

　くだらねーなー。

　ほんと、くだらねーよ。

　いろいろとさ。

　学校とかもほんと、無む駄だに思えてくるよな。

　だって、あっちに行けば、そんなことしなくてもいいんだぜ。

　適当に、動物やらモンスターを狩ってたっていいんだ。

　それで生きていけるんだ。

　楽しくてしょーがねーよ。

　人殺しをしたがる戦争好きの気持ちは判わかんねーけどな。

　はははははははっ。

　ああ、はやく休きゆう憩けい終わんねぇかなー。

　はやく、あっちに行きたいんだよ。

　あっちで生きたいんだよ。

　はやく、戻ってやりたいこととかあんだよなー。

　すると、

「あ、ニーノくん」

　休きゆう憩けい室しつの自動販はん売ばい機きの前。彼は、缶コーヒーを片手に平べったい円柱のようなソファに腰かけ、のほほんと薄うすら笑いしながら天てん井じようを見上げていたところ、背中越しに声をかけられた。

　その名前を〝こっち〟で呼ばれるのは、はじめてだった。

「んー？」

　振り返ると、あっちではサルクと名乗っていた彼女が休憩室の入り口の前に立っていた。

　休憩室には他ほかにも何人もいたが、彼女は嬉き々きとしてえくぼを見せながら、彼の傍そばに歩み寄ってくる。

「あ、私もなんか飲もーっと」

　彼の手の中のコーヒーを見て、彼女は自動販売機に向いた。女の子っぽいサイフからお金を取り出す。何にしようかと迷って、結局彼女は、彼と同じモノのボタンを押した。

　ガコンッ。と、派は手でな音がして、何ど処こかの山脈のイラストがライトブルーで描かれた缶コーヒーが出てきた。女の子が選ぶには、何か渋い気がした。彼女はそれを手にしながら、うれしそうに彼の隣となりに腰かけた。それから、へへぇー、と照れたように笑う。

　その笑えみが、エメラルドなマウンテンの缶コーヒーが激げきシブだったからなのか、それともほかの要因なのかは判わからなかったが、やっぱり、なんとも愛あい嬌きようのある可愛かわいい子だと彼は思った。

「あっちで逢あったひととこうしてるのって、なんか不ふ思し議ぎぃ」

　彼女は、缶コーヒーのプルを開けるのに四苦八苦しながら言う。

　無言で彼は、彼女の手からコーヒーを取ると簡かん単たんに開け、彼女の手に戻した。

「ありがとーっ。やっぱ、男の子だねー。私もあっちなら男なんだけどなー」

　グロスで艶つやっとした彼女の唇が、缶に触れる。彼は思わずまじまじと見てしまい、気付かれないうちに視し線せんをそらした。

「あのさ、このバイトたのしい？」

　彼女が訊きいてきた。

「ん？　楽しいよ、そりゃ。めちゃくちゃありえねぇ世界に行けるしさ。寝てるだけだし」

「あははっ。そうだね。うん、ほんと、寝てるだけだね」

　なんだかほっとしたように彼女は、顔をほころばせる。

「私、このバイトはじめたばっかりなの。でね、内ない緒しよなんだけどさ。ほんとはゲームとかもあんまりしないんだぁ」

「あ、マジで？」

　もしかして、と彼は思った。自分と同じ──

「ゲーム好きの友達に誘さそわれて、面接を受けたらなんか私だけ受かっちゃって……やめようかと思ったんだけど、友達がさ、『あんた受かったんだからいってきなさいよ！』とか言うから」

　まったくおんなじパターンだった。

「ハハハハッ、それオレもだよ」

「ほんとにっ？」

　彼が言うと、彼女の顔がぱっと明るくなる。

「マジでマジで」

「よかったーっ」

　彼女は心底ほっとした表情をする。

　あっちで一度逢あっているせいか、こうしているとはじめてという感じがしない。それは彼も彼女も。

　だから、思わず話も弾はずんでしまった。

　しばらく話しただけなのに、さっきまで早くあっちに戻りたいとか考えていた彼は休きゆう憩けい時間が終わってしまうのがもったいなく思えていた。

　すると、彼女が言った。

「あ、じゃあ、またあっちで！　まだまだはじめたばっかりだから、いろいろ教えてくれるとうれしいんだけど」

　彼はもちろん、「いいよ」と答えた。




　それから。

　彼と彼女は、いっしょの時間を過ごすようになる。

　お互い、服の趣しゆ味みや音楽の趣味も、なによりフィーリングが合う。

　だからだろう。どちらともなく「じゃあ、どっか遊びに行こうか」ということになった。

　映画とか買い物とか。これがあっちなら、いっしょに狩りにいったり、モンスター退治にいったり。──けれど。彼にとっては、こっちでもあっちでも何ど処こだってかまわない。

　いっしょにいるだけで、なんだか楽しくなるし。仕事バイトなんて忘れてしまう。

　たまの休みには、こっちの街で待ち合わせしてみれば、彼女は、五分遅れて、息を切らしながらやってくる。

　ふたりで映画なんて観みてみる。流は行やりのファンタジー映画だった。でも、ふたりして、「あっちのほうがリアルだ」なんて言って、超大作映画をこき下ろしたりして。

　でも、こうやってふたりで遊びに行くことよりも、やっぱりあっちで逢あっている時間の方が長い。普ふ段だんは、学校に行ってそれから、あっちで逢うというのがいつものこと。

　最近では、彼女がサルクのときの方がしっくりくる。

　それを言うと彼女は、ちょっとむくれてしまうけれど。

　本当のことなんて、噓うそとあまり変わらない。

　本当じゃなくても、噓でも。そこに立ってみると、同じように見える。

　今なら、そう思える。

　だとしたら、楽しい方がいいに決まってる。

　彼にとって、それが一番だ。

　そこにいる時間。

　彼女といる場所。

　今一番のこと──彼処あつちの世界での生活。







　それは、イビツな共振。

　ウソとかホントとか。

　どうだってよくなる。

　境界はなくなる。

　誰だれかにとっては真実で、誰かにとっては虚偽だから。

　なんだってよくなる。

　イカレた共鳴。




　──暗転。




　音楽とともに、再び、ヒカリ。




　覚かく醒せいとともに、眠りの中へ。




　目覚めれば、光。




　眠りの中へ、ヒカリ。




　ヒカリは、惹ひかれた。

　光は、引かれる。




　導みちびかれる重力。

　誰かの足あし跡あと。

　落ちる陽ひ。




　　　　♪




　こっち側。

　今日きようは、遅れてきたのは彼の方。

　せっかくの休みなのに、彼は他ほかのテストパイロットの代わりにシフトに入って午前中からずっと仕事をしていた。彼女は「さんざんやってるのに、まだ足りないの？」とか言う。

　完全にハマってしまっている彼は、それが嫌いやみに聞こえなくなっていた。

「いやさー。昨日きのう取りそこねたアイテムがあったろ？　さっさと取っておきたかったんだよ」

　そう彼はけろりと言った。

　彼女はもう完全に、あきれ顔だった。

　このところ彼があっちにいる時間が長くなっていたからだ。

　ちっとも自分にかまってくれない。

　別に付き合っているワケじゃないけれど。彼が自分のことをどう想おもっていてくれているのか。不安になってきていた。

　こっちにいるのに、自分のことを見てくれていないような気がしていた。

　その証しよう拠こに、彼は彼女のことをいつの間にか『サルク』と呼ぶようになっている。

　これじゃ、どっちがこっちで、どっちがあっちか判わからない。




　またある日。こっち側。

　くじらの泳いでいない空の下。背の高いビルディング。埋め尽くされたアスファルト。

　街の中、ひとり。小柄な女の子。

　彼女は、彼がやってくるのを待っていた。

　ずっとずっと待っているが、彼がこない。約束の時間をすぎて、もう、一時間。電話してみてもつながらないし。いつも自分が遅れてくるから、怒ってしまったんだろうか。

　最近、彼はアルバイトのテストパイロットにずいぶん時間を割くようになってしまって、こっちではぜんぜん逢あってない。

　あっちでは、こっちの話をしてはいけない雰囲気があるから、彼女には話したいこともなかなか話せなかった。普通の会話がしたいと思っていた。昨日のテレビのことや、新しく買った服のこと。今日もがんばってみた。はきなれないスカートとかはいてみた。

　でも、彼がこない。

　結局、彼と逢ったのは、バイト先だった。

「あ、忘れてた」

　と彼は約束のことを言った。そして、笑った。

「まあ、いいじゃん。どうせ、あっちで逢あえるんだし」

　なんていう風ふうに。

　彼女にとって、おかしいことなんて何ひとつなかった。

　彼は前からずっと変わってない。

　逢ったときからこんな風だ。

　でも、何かが違った。

　どちらでもなかったモノが、どちらか一方に振り切れてしまったという感じがした。




　そして、

　あっち側。

　彼女は──サルクとして、街を出て行くことにした。




　それから、彼とはあっちでもこっちでも逢っていない。

　逢うこともなくなった。

　その日を最後に、アルバイトはやめることにした。

　彼女は、彼がどうなったか知らない。




　　　　♪




　彼は、ひとりの狩人ハンターから、やがて戦士ソルジヤーとして、その身を戦いの中に投じていくことになる。




　一週間ほど前、ついに新たな戦争は世界を飲み込む大戦へと進む段階に入った。

　帝国は、第三国──魔ま法ほう国こくの反王国勢力のバックアップを受け、共和国の領土そして戦力を得ようと動き出す。これに対し、王国は、魔法国の反帝国勢力の協力を得て、同じく共和国に向け兵を挙げた。

　ついに、マザーワールド・ニノ全土がその渦の中に巻き込まれることになった。

　彼にとってもそれは他ひ人と事ごとではない。町の傍そばまで戦争はすぐやってきていた。

　これまで行動をともにしていたサルクがいなくなったのと時を同じくして、町中の雰囲気が変わった。あいかわらず、酒場には、モンスターハントの募集広告が出ているが、酒場にいる連中も、街を歩く人々も、戦争のことを口にするようになる。ＮノンＰプレーヤーＣキヤラたちもおきまりの『定型文』から『大戦仕様』に科白せりふが変わった。

「隣となりの隣の村は今、帝国のキャンプになっているらしい」とか、「王国は、戦争に参加する兵士を募っている」とか。噂うわさじゃなくて、これは本当の話だ。

　いつもは街の周囲でしか、狩りやハントしない彼だが、戦争がはじまってから少し足を延ばしてみた。少し離はなれた村近くになって、王国の兵士たちをちらほらと見かけた。

　まだこの大戦ははじまったばかりだ。でも、おだやかでのんびりした雰囲気とはかけ離れているのも確たしかだ。彼は嫌いやになるほどそれを実感していた。

　しかし、戦争から逃れる方法はいくらでもある。この世界はそういう風ふうにできているんだから。自分自身で決めることのできる自由。

　戦争に加わること。逃げること。

　このままの生活を続けるのもいい。世界中にある遺い跡せきを巡って、財宝アイテムを見つけ出すのもいい。賞金稼ぎになってみるのもいい。

　今のところ、彼には戦争に参加する気持ちがない。……だが、判わからなくなってきた。

　この世界にやってきてからしばらくずっと、のんびりと狩りなどをして暮らしていたけれど、それもなんだか飽きてきてしまった。

　ファンタジーの世界にやってきたという興こう奮ふんと感動を持続させるには、もう、刺し激げきが足りなくなってきた。

　けれど、この世界での生活が楽しくなくなったワケじゃない。ただ、ちょっとした感覚の問題。なれてしまってきただけ。

　逆にいえば、それだけこの世界に馴な染じんできているという証しよう拠こでもあるだろう。

　空では、あいからず吞のん気きそうに羽根くじらが泳いでいた。

　確かく実じつに此こ処こに存在しているということ。




　だとしたら、今、ここにいる自分は？




　音楽が聞こえる。まるで割われ響ひびく耳鳴りのようだ。

　ひどく眠くて、瞼まぶたが開くことを強く拒む。

　やる気のないアナウンスで、自分が〝こっち〟に引き戻されたことを思い出した。

　なんだかしっくりこない。

　まだ、身体からだがあっちにいるみたいな感じがする。

　それなのに、頭の中がはっきりしないなんておかしな話だ。

　たしか、オレは、戦いに出ようとして……。

　してたっけ？

　ああ……、まあ、いいよ。

　帰ったら思い出すだろ。

　あっちに。

　帰ったら、しっくりくる。こっちよりはずっといい──

「どうした？　体たい調ちよう悪わるいのか？」

　責任者が声をかけてきた。

「べつに、眠いだけ」

　彼は短く答える。

「最近さ、シフトにもかなり入ってもらってるし、時間も朝から晩までって、助かってるんだけどさ。ほら、ここんとこ辞やめるやつ多いだろ？　この仕事拘束時間長いしさー。でも、それでおまえに身体からだ壊こわしてもらっても困るし。っていってもひといなくて……」

　責任者は言いよどんでしまう。彼が、どうやら専門学校に行かずに、毎日仕事に来ていることについて言及しようとしたが、プライベートな話に首を突っ込むのは、あまり好まないようだ。それに、やむをえずという面もある。

　彼のような、ゲーマーではないライトユーザーのテストパイロットたちが、拘束時間の長さなどを不満に次々に辞めていて、人手不足になっている。しかも、ゲーム制作が終しゆう盤ばんにさしかかりつつあり、責任者たちが新しい人材を得るための面接や講こう義ぎを開けない状態にあった。

「まあ、無理はしてくれるなよ」

　責任者は、そう言ってお茶を濁にごした。

「大丈夫ですよ」

　彼は薄うすく笑いながら言う。

　眠くて仕方がない。

　眠りたくて仕方がない──




　──暗転。




　その隙すき間まに、真っ白い花を見た。

　それは、真っ白い姿をした少女だった。

　たくさんの花の咲いた何ど処こかにふわりふわりと浮かぶ。

　哀かなしそうな瞳ひとみで、彼の方を見つめている。




　バカじゃねぇの。

　こんなに楽しいのに。




　──瞬まばたきの瞬しゆん間かん。




　彼は、人の波に飲み込まれていった。

　皆一様にその手に、長剣ソードや槍ランスなどの武器を持って。それは、彼も同じだった。

　手にした剣を、相手めがけて振り下ろす。

　もちろん、息の根を止めるためだ。自分が生き残るために。

　相手が放った凶悪なモンスターも、自分と同じような姿をしたヤツも、斬きり倒していく。

　金を稼ぐためじゃない。これは戦争だ。

　彼は戦争の中を駈かけ巡っていた。

　敵は、飛空船から攻こう撃げきを仕掛けてくる。仲間の兵士たちが今、それを落とそうと必死になっているが、可か成なりの苦戦を強しいられていた。次々と仲間が倒れていく。しかし彼はそれに目もくれず一心不乱に、敵を討うっていった。殺やらなければ殺られるだけだ。此こ処こは戦場──

　生き残ってやるさ。




　──暗転。




　目覚めると眠って、眠ると目覚める。

　目を開けていても眠っていて、目を閉じていても醒さめている。

　ここは戦場じゃない。

　ただの街の通り。

　街灯に蛾ががちらついて、墜おちてく。

　捨てられた空き缶が車に轢ひかれてみすぼらしく潰つぶれている。彼のスニーカーがそれを弾はじく。

　薄うす灯あかりはそれを照らす。意味のないこと。

　脳裏にちらつく幻。いや、幻じゃない。

　現実だ。

　倒さなくちゃならない。

　戦争をやってるんだった。そうだ。オレは戦争を。消えてくれ幻は──




　──暗転。




　と、ともに鳴なり響ひびく音楽。




　風の残像。

　気が付くと、ここは戦場だった。得体えたいの知れない怪物モンスターや人が、地面に真まっ赤かな何かを垂れ流しながら、転がっている。なんかに轢かれてみすぼらしくつぶれている。

　彼は大声で叫びながら、向かってくるモノに剣を振り下ろし続ける。

　もう、どれくらい経たっただろう。

　もう、どれくらい殺やっただろう。

　今、こんなにも〝生きている実感〟がある。

　こんなにも満たされた気持ちは、生まれてはじめてだ。

　生きるか死ぬかなんて、今まで感じることなかった。

　家から学校に行って、学校から家に帰ってきて、何がある？

　なんにもないだろ？

　なんにも考える必要なかった。

　ただ、息をしているだけじゃダメなんだ。

　オレは今、生きている。

　此こ処こに生きている。

　此処で生きている。

　ああ、楽しいなぁ。もっと──




　──暗転。




　と、ともに鳴なり響ひびく耳鳴り。




　　　　♪




　見下ろす世界。人々が争いを繰くり広げていた。

　真っ白い女の子が、それを哀かなしげな瞳ひとみで眺めている。

　人間が人間を手にかける。

　でも、そこには〝生〟も〝死〟も存在しない。

　ここは噓うその世界だから。

　本当は何もない。

　けど、誰だれかにとってはそうじゃない。

　本当の世界でもなかった生きる実感を、こんなところで得てしまっている。

　仮想現実は、現実に変わった。

　その瞬しゆん間かん、噓も本当もなくなった。

　そして、真っ白い少女には為なす術すべなく、堕おちていくのを黙だまってみているしかなかった。







　彼は──







　目覚めると、ここはヒカリだった。

「え……？」

　さっきまで戦場だったはずだ。たくさんの人と死体と血の海の。

　でも、此こ処こは、なんだ。

　赤や黄や橙だいだいやら、たくさんの色を持った花が咲き乱れて、風に吹かれた花びらは粉雪のように、宙に舞まい踊っていた。

　果ての見えない花園。遠くに扉とびらが見える。

　いつの間にか真まっ赤かな何かに染まった身体からだで、彼は走り出した。

　遠くの扉は、きっと、つながってるはずなんだ。

　少しずつ、でも近付いてくる扉。白黒の扉。その大きさは、どんなに離はなれていてもどんなに近くても変わらなかった。

　目の前の扉に手を触れる。

　その瞬しゆん間かん、視界がうめつくされるほどの花びらが、重力に逆らいながら天に向かって昇っていった。どれだけの花が咲いていたんだろうかと思うほど、それは長い時間。

　ようやく、視界を取り戻すと、そこは白黒だった。

　何ど処こかで見たことのある風景だ。何処かは忘れてしまった。

　噴ふん水すいの中に像が立っていて、水が流れている。周囲は円状に建物に囲まれていた。

　なんだかとても居い心ごこ地ちがいい。気分がひどく落ち着いている。







　────リン。







　鈴の音。遠くのようで、近くで耳鳴りのように鳴る音。

　そして、ふわり、と空から女の子が降りてきた。

　長い髪の毛も透き通りそうな肌もワンピースも真っ白なのに、靴だけが赫あか色いろの不ふ思し議ぎな女の子だ。

　ああ、あのときの……いつだったか。もう、思い出せない。

　思い出しても意味のないことだから。自分には、此処には、必要ない。

　こんなに満たされている。

　ふと、彼は、数式で夢を解こうとしたあわれな数学者のことを思い出した。

　もしかして、数学者も最さい期ごはこんな気持ちだったのかもしれない。

　だから、最さい期ごまで独りだったんだ。独りでも満たされているから。

　なのに、一方ですぐ目の前に降り立った女の子は、どうしようもなく哀かなしい顔をしていた。

　真っ白い女の子を追いかけてきた羽根の生えた黒猫が、女の子の傍そばを何度か旋回する。それを花きや車しやな白い腕が伸びて、腕の中に抱きとめた。

「どうして、そんな表情をしてるんだ？」

　彼は訊きいた。

「此こ処こがあなたの望んだ世界だから」

　女の子は、静かに答える。

「ここが……オレの……世界……」

　居い心ごこ地ちや気分の良さは、だからなんだろうか。

　けれど、彼が望むことでどうして、女の子が哀しむ必要がある？

　その答えは──

「もう本当も噓うそもなくなったの。ここは何ど処こでもなくなった」

　哀しみが落ちる音がした。女の子は、言った。

「だから、あなたはもう、何処にもいないの。ここは何処にもないから……」

　いつの間にか、現実も虚実も彼にとっては関係なくなっていた。

　目を閉じても、目を開いていても、起きていても、眠っていても、同じ〝夢〟を見ていた。
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　それは、夢の中で見た夢だった。

　自分だけの世界。

　生の実感。生きているということ。

　はじめてつかんだ確たしかな感触だった。

　此こ処こが還かえる場所。

「あなたは、あなたの中だけで存在し続けるの、これから」

　女の子のオトナびて子供染みた不ふ思し議ぎな声が透すき通って消えていく。

　自分が望んだことだったんだ。これは全部、そうなんだ。

　たぶん、この真っ白い女の子は、何かをしようとしていた。でも、彼自身が望んでしまったことで、もう何も出来なくなってしまった。

　ただ、それだけのこと。

「だったら、いいんだ。オレは」

　言いながら、彼は何な故ぜか笑えてきた。

　おかしくて仕方がない。

　女の子は、とても哀かなしい色の瞳ひとみで彼を見ていた。







　さあ、続きをはじめようか。

　ニーノ。




　　　　♪




「──どうした」

　男の怒ど鳴なるような声が響ひびく。

「判わかりません！　戻らないんです！　意い識しきが戻ってきません」

　もうひとりの若い男がモニターの画面から視し線せんを外さずに、悲鳴のような声を上げた。

　男はその部屋を飛び出すと、すぐ隣となりの部屋に駈かけ込んでいく。そして、重い扉とびらの一番近くにあったカプセルの中を倒れ込みながらのぞき込んだ。

　そこには、ひとりの青年が横たわっていた。

　眠っている。

　幸福のすべてを手にした。そんな表情で、笑って。











Nino - fin.
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陽ひの鳥。

interlude - I can't fly but I can walk at the latest / Part.2: SORATOBI SWIMS









　　　　♪




　やさしいにおいのする場所をめざしている。




　あれは、なんだったんだろうか。

　ずっと歩いてきた気がするし、まだ少しも歩いていないような気もするよ。

　だってさ。

　見上げてみると、空はいっつもそこにあって、太陽がいっつも笑っているんだから。

　なにがそんなに楽しいんだろうね。

　これじゃあ、ボクはまるで、みじめだ。

　笑われてる。

　ひとりぼっちは、そんなに楽しくないよ。

　哀かなしくもないけれど。

　なにしろ、空っぽだから。

　あれ？

　どうしよう。

　なんか、入ってる。

　空っぽじゃなくなってるや。

　なんだろうこれは。なんなんだろうこれは。

　いつの間に、拾ったんだろう。

　こんなモノはいらないよ。

　たいせつじゃないから。

　いらないんだよ、本当に。

　でも、捨てられない。

　どうしてかな。

　ちょっと、ひと休みして考えてみることにするよ。




　あ。

　紅茶のかおりがするね。
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　　　　♪




　太陽が、茂った緑みどりの葉をやわらかに抜けて地面を暖める。

　ゆるやかな陽ひ射ざしでも、見上げていると眩暈めまいがしそうになる。それなのに空は涼しそうに、透すき通るような青い色だ。

　いつかの場所から、たくさんの樹じゆ木もくたちに『ごきげんよう』の挨あい拶さつをしながら、あっちに行ったりこっちに行ったりしていると、青々とした草花の絨じゆう毯たんが現れる。

　かなり広くてキミドリの風景画。

　遠くから飛んできた朱しゆ色いろの鳥が「此こ処こは忘れものの森だよ」と教えてくれた。

　森を抜けてやってきたのに、また森だなんて。ふと可お笑かしく思える。

　草原の姿をした森。淡い光と稀うすい影かげが描いたこの場所は、まるで八ミリフィルムで撮とった映画のよう。

　その映画にはたぶん、音楽が流れていて、それはとてもポップで楽しげなやつだと想像してみる。エレクトリックなメランコリィ、ディストーションギターはとりあえずいらないや。

　誰だれかのハミングが聴きこえてきたら、唄うたい出そう。唇とメロディで。いとしい誰かのために。

　忘れものの森には、いつも誰かの忘れてしまった想おもい出でが、色彩が溢あふれる花になって咲いている。もちろん、名前はないけれど。それはとても美しい花だ。ミツバチがせっせとあまいあまい蜜みつを巣に運ぶ。光が待ちぶせしながら、風を待っていた。

　ここは忘れものの森。耳のたれた紅あかい瞳ひとみのうさぎが作った、ちいさくてややこしい形をしたテーブルの上には、冷めた紅茶がふたり分。淡い白いティーカップに注がれていた。

〝霄そらを凌しのごうと歪イビツに伸びる一本の樹き〟──その根もと。

　待っているひと。

　少女、ひとり。

「──今日和こんにちは」

　そこに、めずらしくやってきた客人まろうどに、長い黒髪をふたつおさげにしためがねの少女は、ひらひらと花びらのように頰笑ほほえんだ。

「こんにちは」

　少女が声をかけたのは、髪の毛も透き通るような肌もかわいらしいフリルのついたワンピースもぜんぶが真っ白い女の子だった。その女の子もにこやかに挨拶を返してくれた。

「とてもいい天気ですね」

　そう言いながらおさげの少女は、長い睫まつげをはたはたとさせる。そして、どうぞというように、片手でうながしていびつなテーブル席（もちろん椅い子すなどはない）に真っ白い女の子、

　──と、その腕の中に抱いだかれている真っ黒の猫を招いた。

　黒猫は、女の子の腕にぶら下がるようにしていて、全身真っ黒なのに尖せん端たんだけが小指の先ほど白くなったしっぽをふらふらさせる。

「モモぉ、こんなところで寄り道してていいのぉ？　まったくさぁ、ほんとにさぁ。仕事、関係なしじゃないか……」

　嫌いやみっぽく生意気な口く調ちようで、黒猫が言った。

「あら、その猫ちゃん、言葉を話すのですね」

　少女は大きな瞳ひとみをぱちくりして驚おどろいた。

「べつに、めずらしくもなんともないだろっ。それに猫じゃないし！　猫、っぽいだけ！」

　と、猫じゃないらしい黒猫（っぽい）は、ぷいとあさってに向いてしまう。

「あら、どうしましょう。ご免めんなさい。機き嫌げんを損なわせてしまったかしら」

　おろおろと大きなレンズのめがねを両手で支える。

「だいじょうぶ。このコって、いつもこんな感じだから」

　としかし真っ白い女の子は言って、少女が招いたテーブル席（椅い子すはないので、草花の絨じゆう毯たんの上）に腰を下ろした。

　足を崩して、膝ひざの上に黒猫を乗せると、喉のどをくすぐった。不機嫌な顔の黒猫は、くすぐったくて心ここ地ちがいいのをがまんしようとして、「にゅひひひっ」とか変わった音を漏もらす。

「ほらねっ」

　だから、だいじょうぶだよ。と、女の子は綺き麗れいに笑った。

　とてもオトナびているのに、ひどく子供っぽい不ふ思し議ぎな声をしている。見た目は少女よりも歳下に見えるけれど、雰囲気は歳上にも感じられた。

「お名前は、〝モモ〟さんでいいのかしら？」

　先刻さつき、黒猫がそう呼んでいた。『白いお嬢じようさん』とかいうワケにもいかないだろうから、少女もそれにならってみた。

「うん。百モ々モでいいよ。──で、このコは、ダニエル」

　真っ白い女の子、モモは、膝に乗せていた黒猫のダニエルを両手で抱き上げた。

「ほら、ダニエル。あいさつ、あいさつ」

　伸ばした指先でモモがダニエルの頰ほおをつっつく。

「だ……ダニエルだけど、なんか文句ある？」

　としかし、つんけんして目め線せんも合わせてくれない。

　すると、

「ほんっと、なんでそんな風ふうにしかできないワケ？」

　モモがきちんと挨あい拶さつしなかったダニエルのほっぺを、むにゅっと伸ばす。何ど処こまでも伸びるので、元に戻らなくなるのではないかと、ちょっと心配になった。

「はわわわわわ、ふがふがっ」

　そして、とどめとでもいうようにモモは、ダニエルをぎゅーっと胸に抱きしめた。

　びっくりしてしばらく、ジタバタジタバタもがいていたダニエルだが、ついに観かん念ねんしたのか、きゅー、と啼ないておとなしくなった。

　おさげの少女は、はしたないと思いながらも怺こらえきれず、ふふっ、と噴ふき出してしまう。

　モモとダニエルのやりとりが、可愛かわいらしくて愛あい嬌きようたっぷりだったせいだ。

　めずらしい客人まろうどにひとりはしゃいでしまった。でも、他ひ人とのせいにするのはよくない。

　少女は、小さく深呼吸して、お客様に対して失礼にわき上がってくる笑えみをなんとかおさえる。そんな様よう子すを、モモとダニエルが、目をぱちくりさせて見ていた。

「ああ、ご免めんなさいね。本当は、こちらから言うのが礼れい儀ぎというものだったのでしょうけれど。私は──ミズキといいます」

　申もうし訳わけないと思っていたが、いつまでもおちこんだ顔をしていても仕方がない。ミズキは、にっこりと笑ってみることにした。

「よろしく」

　すると、モモも笑って返してくれた。

「よろしくしてもしょうがないと思うけどね、ボクは……」

　ただ、ダニエルはあいかわらずだったが。

　そして、すかさず、

「イタタタタタタタタタッ！」

　悲鳴を上げるダニエル。

　モモが耳を引っ張っていた。

　あらあら、動物虐ぎやく待たいにならないかしら。と思いつつも、けれど、猫ではないと本人が言っていたし、いいのかしら？　とも思う。

　特にモモとダニエルが仲の悪い関係にも見えない。どちらかというと、戯じやれ合っている風ふうだった。考えてみれば、嫌いやならダニエルは今すぐにでもモモの腕の中から逃げ出しているだろう。しかし、むしろダニエルにとって彼女の腕の中はとても居い心ごこ地ちがよさそうだ。

　そんな気がした。根こん拠きよはない。

「ここは、気持ちのいいところだね」

　モモが空を見上げながら言う。膝ひざの上に降ろしたダニエルをやさしく撫なでながら。やっぱりダニエルはくすぐったそうに、でも気持ちよさそうにその黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを閉じたり開いたりしている。

「ええ、とても」

　ミズキもうなずいた。

　陽ひだまりのにおい。やさしい花の咲く色。

　どれもがなつかしさと、いとおしさに溢あふれている。

　充ち満ちている。

　けど、いつも太陽が沈むころになるとそれを忘れそうになる。

　雨が降ったり、風がやんだりするとそれを忘れてしまいそうになる。

　たぶん、ずっと独りでいるから。

　そして、それすらも忘れそうになる。ときどき。

　独りということがどういうことかは判わかっているつもりでも、ここにいるとつらくはなかった。

　ひどく気持ちがおだやかになっていく。

　寂しさが和らいでいく。

　だから、きっと忘れてしまう。

　やさしいことも、おだやかなことも、いとしいことも、さみしいことも、かなしいことも、むなしいことも、まようことも、ゆれることも、たゆたうことも、ながれることも、花の色や、空の青さも、ひとりだということも。

　でも、今日きようは、ひとりじゃない。

　となりには、とても綺き麗れいな女の子と、喋しやべる猫。

「お茶でも淹いれましょう」

　ミズキは思いついたように両手のひらをぽんと打つ。

「いいの？」
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　モモが少し気兼ねしたように訊きいた。すでにテーブルの上はカップがふたつ。ひとつはミズキの分。もうひとつが自分のためのモノではないと知っているよう。

　ミズキは、もちろんかまわないと、ややこしい形のテーブルに置かれたふたつのカップに目をやった。お客様のために淹いれ直さなくては。

　でも、どうしてだろうか。見なれたはずのカップがやけにさみしい色をしていた。

「……もう、ずいぶん前に冷めてしまったの」

　カップを両手で包み込む。ひんやりとした感覚が手のひらを伝って心の奥にまで入り込んでくる。ひどく哀かなしい気持ちになった。その理由がなんなのか判わからなくて、ミズキは戸惑ってしまった。あたらしく紅茶を淹れようとした手も止まってしまう。

　カップの中の紅茶が風に揺れる波紋をじっとうかがう。そこに映る自分の顔はまるで今にも雨が降り出しそうなくもり空だ。

「ずっと、ここにいるんだね」

　オトナびているのに子供みたいな声に顔を上げると、モモがやさしい表情で微笑ほほえんで、唇をゆるめていた。

「ずっと何していたの？」

　モモが訊いた。

「何もしていないわ……」

　としかし、ミズキは答えた。

　冷めた紅茶はもう飲めなくなってしまった。

　だって、ひとりきりじゃ美お味いしくはないわ。

「──だから、あなたがいらっしゃってくれたのかしら。ねえ、モモさん」

　笑え顔がおになってみる。手のひらを添えて。

「そう、かもね」

　モモも笑ってくれた。

　くゆくゆとそよぐ風がミズキの睫まつげの隙すき間まを通り過ぎていく。

　その風に吹かれた傍そばの樹きから、ひとひら青葉がたゆたって落ちてくる。

　モモの膝ひざから降りてきたダニエルが、短い手を伸ばして触れようとした。けれど、葉はいじわるに舞まってするりと逃れた。そのまま、ダニエルに触れることなく重力に引かれ緑りよく土どに落ちる。

　そんなことで時間が流れていること、引かれていることを思い出す。木こ漏もれ陽びの下で、紅茶を淹れてみる。あたらしい味がするかもしれない。なつかしい味がするかもしれない。どちらにしてもきっとやさしい香かおりがするだろう。

　それは、季節の花が咲くと、思い出すことと似ている。なつかしいのに、あたらしく感じる色やにおい。季節の風が吹いて想おもい出でが巡ってくる。惹ひかれてる。すべてに。

　でも、少女にとって透すき通りながら染みこんでくるのは、つぎはぎだらけの記き憶おくだった。

　ややこしい形のテーブルの上、ふたつのティーカップにはすっかり冷めてしまった紅茶。少女と、もうひとり誰だれかの分。

「──ここで誰かを待ってるんでしょ？」

　モモが言った。黒目がちな瞳ひとみがミズキの瞳の奥を覘のぞきこむ。そして、それはつぎはぎの記き憶おくの欠片かけらに触れる。そっと触れる。

　忘れたり、思い出したり。

　思い出したり、忘れたり。

　季節が変わって、時間が過ぎて、また、繰くり返してきた。ミズキにとって、昨日きのうのことでも遠い昔に感じることもある。遠い過去も昨日のことのように感じることもある。

　──いつかの風景の中。

　此こ処こには、ひとりの少年がいた。

　あのころ、ここには空に向かって伸びる一本の樹が生えているくらいで、他ほかにはまだ何もなかった。

　少年は、毎日のようにここへやってきて、傍かたわらの樹の下、おだやかな木こ漏もれ陽びの中で過ごしていた。

　そのすぐ傍そばで、少女はずっと少年のことを見つめていた。

　ただ、見つめていただけ。けれど、何な故ぜだかとてもしあわせな気持ちになった。生まれてはじめての感覚だった。

「彼は、本を読むのが好きだったんです。いつも本を読んでいました。とても難むずかしそうでしたので、私には何が書かれていたのか判わかりませんでしたが」

　カップの縁ふちを指でなぞると、振動で紅茶に波紋が生まれた。

「彼が文字を追いかける視し線せんや、風に混じって聴きこえる頁ページをめくる音や、ときどき居眠りをしていた静かな呼吸も、私が傍かたわらで感じたすべてが〝しあわせ〟でした」

　たいせつな時間は、刹せつ那な。あのとき触れたのは、言葉じゃなくて、想おもいだったと信じたい。

　絵を描く後ろ姿も、鼻歌を唄うたっている横顔も。

　いつか、彼が、此こ処こにやってくることがなくなった。彼がこなくなることは、判っていた。最後の日、私の傍らに、白と赤と黄き色いろの花が咲く種を蒔まいていた。

　いつか、地面の上にひょっこりと芽めを出した種は、土や雨や風や陽ひに育てられて、綺き麗れいな綺麗な花を咲かせた。

　いつか、花が枯れると種が散らばって、新しい花が咲いた。たくさんの花だった。

　いつか、花の蜜みつに誘さそわれたのか、昆虫たち、それを追ってきた鳥たちがここに集まってくるようになった。

　いつか、虫や鳥たちにくっついて運ばれたいろいろな種が蒔かれると、芽吹き、草花は絨じゆう毯たんのように広がった。

　いつか、此こ処こは、しあわせがいっぱいの場所になった。

　けれども、こんなにも時間が過ぎて、いつの間にか、季節の数を数えるのもやめてしまった。

「長い時間のおかけで、さみしさやかなしさも忘れそうになるのですが」

　と言って、ミズキは不器用に笑ってみたが、今度のモモは笑ってくれなかった。ひどく哀かなしい目をしていた。

「つまらない話を聞かせてしまって、ご免めんなさい」

　自分のせいで気分を害したとするなら、謝あやまるべきだろう。

　しかし、モモは首を振った。

「違うの……ただ……────」

　何かを言いかけて、けれど、それ以上は口をつぐんでしまう。

　モモが言葉にしようとしてやめた言葉。何となくミズキにも、判わかっていた。本当は、もう、ずっと前に知っていたことだ。ここにいるとしあわせになれるから、忘れてしまいそうになっていただけ。哀かなしいことだと判っているけれど、忘れてしまう。

「はじめは本当に、信じていたんです。彼を愛することも、愛されることも。けれど、私には最初からそんな資格はなかっただけです」

　そんなことを言って、すぐにミズキは後悔した。

　モモが今にも泣いてしまいそうな表情をしていたからだ。とても可愛かわいらしくて綺き麗れいな女の子なのにこんな顔をさせてしまっているのは自分のせいだ。

　自分を傷付けるつもりで言った言葉が、モモの心を傷付けてしまった。自分なんかのために心を痛めて、哀しんでくれる。

「ご免なさい、モモさん」

　そっと手を伸ばす。するりとやわらかで真っ白な髪の毛を撫なでて、モモの頰ほおに触れた。

　あったかくて、いつもの陽ひだまりの中にいるみたいだった。

「本当に、ご免なさい」

　今日きようは、謝ってばかりだ。せっかく、ここへ訪ねてきてくれたひとなのに。

　すると、伸ばした手に、モモの指先が触れた。花きや車しやでやっぱりあったかかった。

「だいじょうぶだよ」

　モモは瞳ひとみを閉じて、ミズキの手を取ると自分の頰からゆっくりと離はなした。そして、ミズキの手のひらを仰あお向むけにしてから、その上に自分の手を重ねた。

　じんわりと温ぬくもりが伝わってくる。ずっと感じることのなかった、たいせつな温度。最後は彼の手のひらだった。たまらなくなつかしい。

「あなたの──忘れもの。まだここに残ってる。きっと」

　モモがかざす手のひらに、光が集まりはじめる。それは、とても小さくて今にも消えてしまいそうだった。モモの顔が曇くもる。

　と、

「ダニエル、お願ねがいっ」

　モモの声に、膝ひざの上で丸くなっていたダニエルは顔を上げ、うん、とうなずいた。さっきは生意気そうにしていたのに、本当はこの子は素直なんだろうと思った。

　ダニエルは小指の先ほど白くなったしっぽを、ちょこんと光に向ける。

　やがてそれは球体になった。

　まぁるいカタチでなんだかあったかくて、まるで──

「よかった……。微かすかでも、ちゃんと残ってた」

　そう言ってモモが手のひらを降ろすと、まぁるい光はふわりと浮き上がった。それから、くるくると環わを描きながら、腰を下ろすミズキの目め線せんまで昇ってきた。

　そして、光は傍かたわらの樹きの中に吸い込まれていく。その刹せつ那な、

「──えっ？」

　ミズキの胸の辺りが、ぽぅ、と光を帯びると、全身に伝わっていった。

　風も吹いていないのに、樹がざわざわと揺ゆれた。

　まぁるい光──これは、想おもい出でだ。

　ミズキが待つひとの想い出。

　光に包まれながら、目を閉じると浮かんでくる。本を読んでいる彼。鼻歌を唄うたっている彼。絵を描いている彼。居眠りの彼。

　ずっと、ここで見ていた彼だ。

　たいせつな想い。

　彼を待っていた。もう、ずっとずっと。帰ってこない彼を。

「……いつだったか、とても大きな争いがはじまったんです。人間同士が命を奪い合う悲しい時間でした。ここを去っていくとき、彼が言っていました──」

　──ここを離はなれなくてはいけない。悲しみしか生まないこの戦いに何の意味があるんだろうか。でも、僕は行かなくてはならないんだ。たいせつなひとたちがいるから。

「愛することができると思っていたんです。間抜けでしょう？」

　笑いながらそう言うと、やはりモモは一いつ生しよう懸けん命めいに首を振った。

　笑いたいのに、どうしてか涙が出てくる。哀かなしくてさみしくて仕方がなかった。

「もうずっと……とても長い間、彼が帰ってくるのを待っています。けれど、あの日が、遠い日だったのか、それとも昨日きのうのことなのか、判わからなくなって……自分のことすら、判らなくなっていたんですね」

　ただ、眺めるしかできなかった彼に、自分を見てほしかった。

　だからだと思う。彼を待っていたんだ。

「愛する資格も、愛される資格もなかったのに」

　モモがまた泣きそうになる。

「でも、いいんです。私はこんなにもしあわせなんですもの。満たされて、とてもおだやかだわ。……そうだ。遅くなりましたけど。紅茶、淹いれ直しておきますね」

　はにかんで笑った。涙が溢あふれてくるけれど精一杯、笑った。

　そうしたら、モモも笑ってくれた。涙を瞳ひとみいっぱいにためながら、綺き麗れいに笑った。

　──光は満たされて、惹ひかれながら消えていく。

　少女は、透とう明めいに薄うすれていく。胸の中の想おもい出でを抱きしめながら。

　そして、木こ漏もれ陽びの中に消えていってしまった。

「消えちゃった……」

　ダニエルは、そこにいた少女の面おも影かげを捜しながら、ぼんやりと虚こ空くうを見上げる。

「ううん、違うよ。ダニエル」

　首を振る。モモはやさしくダニエルの額ひたいを撫なでてから両手で抱えると、ふわりと地面から浮き上った。赫あかい靴が軽く地面を蹴ける。重力から遠ざかってモモは、ゆっくりと傍かたわらの樹きに近付いていった。

「ちゃんと、此こ処こにいる」

　モモは片手を触れさせた。

　そこにあるのは、霄そらを凌しのごうと歪イビツに伸びる一本の樹。

「これからも、彼を待っていくんだね。ミズキ……」

　ずっと、彼のことを見ていた。

　ずっと、彼のことを想っていた。

　人間に恋をしてしまった樹は、これからも愛しいひとが帰ってくることを祈っていくんだろう。

　そのときがやってくることを願ねがって。

「ここは忘れものの森。だから、きっと、忘れものを取りにくるよ……」




　　　　♪




　たくさんの花々に囲まれながら、草花の絨じゆう毯たんの上で眠る真っ白い女の子と、黒の猫。

　おだやかな午後の陽が、花ハナ水ミズ木キの葉を抜けてふたりに降りそそいでいた。

　あったかくて、おだやかで、やさしさに満ちあふれている。

　紅茶をのんで、ひと休み。

　ちょっと寄り道。

　ちょっと、休息。

　ちょっとだけ、ここで居眠りをしていこう。











afternoon repose - fin.
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紅茶の詩うた種たね。

intermezzo - I can't fly but I can walk at the latest / Part.3: UTATANE EMOTIONAL









　　　　♪




　いつも、見上げてばかりいる。




　目を閉じるのがとても怖いときがある。

　一度、真っ暗になってしまった視界は、もう戻ってこないんじゃないかって。

　もう、このまま目覚めなくなってしまうんじゃないかって。

　それはね。たぶん。

　空っぽだったのに、いつの間にか、たくさんで溢あふれそうになっているからなんだよ。

　だから、目を開けるのが、怖いときがある。

　楽しいのや、うれしいのや、やさしいのや、あったかいの。

　全部が、夢から醒さめてしまうんじゃないかって。

　幻みたく消えちゃうんじゃないかって。

　たぶん、気のせい。

　ボクのせい。

　たくさん、感じているんだ。

　遠くとか、近くとか、いろいろに。

　けれど、結局、ひとりぼっちってことに気付くんだ。

　みんなそうなんじゃないかって思う。

　それでも、笑ってる。

　みんながみんな、しあわせそうに笑ってる。

　さようなら。

　さようなら。

　さようなら。

　さようならを繰くり返しながら。




　ボクらはいつも、繰り返しては、また繰り返す。

　楽しいのも、哀かなしいのも。

　だから、もう、空っぽなんかじゃないんだ。
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　　　　♪




　二月は二月で、いつもの二月で、誰だれかの心を、灰はい色いろに染めてくらしい。




　仲なか塚つか澄すみ香かは、遠くを見下ろしていた。

　目下には、この地域で二番目に大きくて、工場排水でよどんだ川が流れる。そこには橋が架かかっているが、さっきからずっと誰も通らない。

　なんといっても寒いし。

　テレビでは、昨日きのうからこの冬一番の寒さだとか言っていた。

　実際、少し風が吹くだけで、肌に痛みを感じるくらいだ。

　尖とがった鉄のような風が、鋭するどくなる。

　彼女は、見下ろす。

　どうしようもなく小さく感じていた街は、こうして見下ろせば、意外にも広い。

　てゆうか、ちいさいのはわたしのほうなんだ。

　気付かなかっただけ。

　寒さのせい。

　また、真っ白。

　また、真っ白。

　また、真っ白。

　なるだろうか。

　うがって見たら、結局、そう。

「ちっぽけで、見てらんねー」

　言葉をはくと、すぐに白くなった。

　息が凍こごえた。

　夜は近く。いつもなら、いつもの晴れた空なら、今、彼女がいる──鉄てつ塔とうに月が突き刺さってるのが街から見える。

　でも、誰も見てないんだ。

　これは、〝オバケガイコツ〟。

　枯れて骨になってしまった巨大なオバケ、無数の線せんにつながれて、こんな何もないだだっ広ぴろい野原にさらされている。そんな風に見えるから。

　だから、彼女は、登ったんだろうか。

　こんなところに。

　澄香が、見下ろしているのは、自分の住んでいる街。

　登っているのは、鉄てつ塔とう。

　見下ろす景色けしきが、二月に染まる。




　　　　♪




　澄すみ香かの街は、地図で見ると妙に丸っこい形をしていて、それを半分に分けるように、わりと大きな川が流れている。

　昔は、泳ぐことができるくらい綺き麗れいな川だったらしいが、今はよどんでいてとてもじゃないがそんな状態じゃない。

　澄香が小学校にあがったころは、街の中心部から少し外れたところにひとつの会社による工場地域があった。

　そこからは毎日、得え体たいの知れない、でも恐こわくなるくらい鮮あざやかな白い煙が煌こう々こうと昇り、空の青によく映えていたのを覚えている。

　しかし、澄香が小学三年になった夏休み。会社の経営不振から、工場はひとつまたひとつと閉へい鎖さされていった。そして今はもう、煙が昇ることは二度とない。

　そこでは街に住む多くのオトナたちが働いていたこともあり、一時期、街は死んだようになった。

　やがて、その工場（土地）に買い手が付き、とりこわされた。何もなくなった。

　けれど今度は、土地を買った会社が経営不振に陥り、跡地に建設予定だったショッピングモールの計画も頓とん挫ざ。

　残ったのは、広い平地。

　それと、土地の一部だけを買った電力会社がぶち建てた、どでかい鉄塔。

　ここじゃない何ど処こかの街に電力を送るための、鉄の骨でできた塔。

　草木が野放しに生えた空き地同然の場所。そこに立つ鉄塔は、夕方になると、尖とがった頭に月を突き刺す。その大きな影かげはあまりにも不気味だった。

　加えて、気味の悪さが増す事件が起こる。

　鉄塔すぐ傍そばで、野の良ら犬いぬが何匹も死んでいたことがあった。原因不明のこの事件の奇怪さも手伝って、やがて誰だれも鉄塔の傍には近寄らなくなった。

　子供たちの間で鉄塔のことが〝オバケガイコツ〟と呼ばれはじめるのに時間はかからなかったし、それを聞いたオトナたちが同じようにそう呼ぶこともなんら不ふ思し議ぎはなかった。

　そんな鉄塔ところに、今、彼女はいる。

　鉄塔にはご丁てい寧ねいに階段が設置されていて、登るのには体力が必要だっただけで、他ほかには何の苦労もいらなかった。

　いや。それなりの度胸も必要だった。

　なにしろ、中腹まできた時点でかなりの高さだった。そこから、不安定な足場を伝って、中心部から外側までいく。

　足場と言っても本来は人間がその上を歩くために組まれた鉄材じゃない。十分に歩ける幅と強度はあるけれど、学校の屋上よりも高いここから下を見れば、まさにシースルーなぐあいに床も壁かべもなく地上が丸見えで、吸い込まれてしまいそうだった。

　それなのに、こうして、鉄の骨に腰かけているうちに、感じていた怖さなんて何ど処こかに失うせてしまった。

　冷たくて痛い風が吹くと、鉄てつ塔とうが微かすかに震ふるえた。

　鉄塔のクセに寒いのだろうか？

　身震いしてる。

「──んなワケないか」

　澄すみ香かはひとりごちて、ゆるんだマフラーを締しめ直した。

　首筋が風に冷たい。

　こういうとき、髪が長いとずいぶんと体感温度も変わるんじゃないかと思う。

　澄香は、長くのばそうと思っても、途中であきらめて切ってしまう。だから、髪の毛はいつまでたっても短いままだ。

　しかも澄香は髪を自分セルフでカットしているので、前髪はオンザ眉まゆ毛げでぱっつんだし、おかっぱに等しいボブ。

　寒いのは、風だけのせいじゃないかもだ。いや。前々からうすうす判わかってた。

　中学三年にもなって、その髪ボ型ブはどうなのかと。

　クラスメイトが髪をカラーリングして、教育指導＆体育教師のサトー先生にネチネチ嫌いやみを言われているのを何度横目にしてきただろう。

　他ほかの女の子がどんどん色気づいていくのに、自分は、ヘルメットみたいなボブで、黒髪で。

　けれど、そのたびに思ってしまう。

　いいんだ。

　ヘルメでも。

　カラスみたく真っ黒でも。

　これはこれで気に入ってるんだから。

　いや、ほんと。マジですから。

　そんな澄香は、さっき締め直したはずのマフラーをもう一度確たしかめる。

　ダークピンクのマフラー。

　上から下まで学校指定の、グレイが基き調ちようになってる制服セーラーに、黒のソックスに、黒いコートという、全身をシックでおおっている。

　けど、そこにワンポイントのピンク。黒やグレイに映えて、妙にしっくりきている。

　最初、自分で買っておいて、これはどうなんだろうかと思ったけど、クラスメイトには、

「それ何ど処こで買ったの？」

　とか訊きかれたし、気のせいかクラスにはピンク系のマフラーをしている子が増えたよう。

　髪の色変えたり、メイクしたりする他ほかにも、オシャレできるのさ。

　……オサレをさ。

　……まあ。

　……正直。

　たまたまですけどね。

　シャレてるっぽくなったのは。

　ま、いいか。

　あったかいし。

　澄すみ香かは、マフラーをひっぱり頰ほおまで隠かくれるようにした。

「ハァー……」

　という、ため息とも深呼吸ともつかない吐と息いきは、やっぱり白くにごって、宙に散った。

　いつだったっけ。

　前に、ここにきたのは。

　なんにもない野原と、ガイコツオバケ。

　てか。

　そうか。なんだ、私、一度もここにきたことなんてなかった。

　小学校のころ、友達とふざけてこの辺に立ち入ろうとしたことがあったけど。近くをたまたま通りかかった、顔見知りのおじいさんに、

「あそこにいっちゃだめだよ。オバケが出るよ」

　と言われ、そんなはずないよ。とか笑いながら、でも、そのとき、鉄てつ塔とうまでは行かないで引き返したんだった。

　子供のころ、老人というのは噓うそをつかないひとたちのことで、何でも知ってるんだとなんとなく思っていた。

　でも、本当は、噓をつかないひとなんていない。

　老人も、オトナも、子供も、みんな噓をつく。赤ん坊だって、母親の気を引くために噓泣きすることだってある。

　それを知っている今は、あのころよりは、成長しているはずだ。

　世界は、噓だらけ。

　ウソダラケ。

　そしたら、数学のテストも噓だらけかもしれないじゃないか。

　あれだけ勉強しておいて、自信もあったのに、赤点ぎりぎりだったなんて、噓かもしれない。

　澄すみ香かは鉄てつ塔とうの上で座ったまま、背負っていた（ボストンタイプなので本来なら肩にかけるモノ）、これも学校指定のバッグを、バランスを崩さないように前に持ってくる。足は宙に投げ出しているから、ぷらぷらしていた。

　バッグの中から、一枚の紙を取り出す。

　いたるところに、朱あかで『○』『×』が記されていて、紙の上の方には、『仲なか塚つか澄すみ香か』と署名が、その右横には、大きく『46』と数字があった。

　澄香の学校では、赤点ラインは40点。配点の大きい問題を正解していたので、なんとか赤点はまぬがれたけど……ぎりぎりだ。

　今日きよう、さっき、ほんの三、四十分前。五限目の数学のときに返ってきたばかりのテストの答案用紙だ。

　ぼんやりと眺めてから、思い付いたように澄香は、それをバッグの上で丁てい寧ねいに折りはじめた。

　手がかじかんで思うように動いてはくれなかったけど、なんとか形になっていく。

　それは、翼のあるモノ。

　いつぶりだっけ。

　紙かみ飛ひ行こう機き。

　こういうのって、意外と覚えてるもんだ。

　昔、小学生のころ、クラスの子たちと、誰だれの紙飛行機がどれだけ遠くへ飛ぶか、どれだけ空を飛んでいられるか競った。

　私のは、遠くへ飛ばす用に作った。

　今、この手のひらにあるのもそうだ。

　飛ばすんだ。

　遠くへ。

　遠くまで。

　ここから、見える場所。

　あっち。

　遠く。

　ここから、見えてる場所。

　でも、いけない場所。

　遠く。

　見えてるのに。

　遠い。

　だから、飛ばすんだ。

　あそこまで。

　忘れてしまう。

　いつかは、忘れてしまう。

　こんな、気持ちも。

　気分も。

　想おもいも。

　がんばって、自信もあったのに、悪かった数学の点数も。

　飛ばしてしまう。

「──いけ……っ」

　澄すみ香かの手から、紙かみ飛ひ行こう機きが離はなれていく。

　離されていく。

　こんなにも高いところから飛ばした紙飛行機は、風に乗らなくても、どんどんスピードを増していく。

　まっすぐじゃなくて、ゆらゆらと散歩でもするように。

　晴れない冬空の下を飛んでいく。

　遠く。

　白い建物が目に入ってくる。

　あんなところまで。

　でも──知ってるんだ。

　届かないことなんて。

　あんなところまで。

　遠いから。




　　　　♪




「──あ……」

　紙飛行機が、強い風にあおられる。

　それは飛んでいるというより飛ばされた。

　澄香の目で追えなくなる。おそらく、このだだっ広ぴろい野原の何ど処こかに落ちたみたいだ。

　また、尖とがった鉄のように鋭するどい風が吹いた。

　鉄てつ塔とうの上の彼女は、短すぎる前髪が目の中に入ることなどないのに、目を細めた。

　遠くが少し近くなったように、たった一いつ瞬しゆんだけ見えた。でも、

「結局なー……」

　判わかってはいるんだけれど。

　そうなるといいなとか、そうならなければいいのに、とか願ねがってしまう。

　叶かなわないことなんて、判ってるのに。

　ほら、紙かみ飛ひ行こう機きも墜おちてった。

　永遠になんか飛んでいかない。

　そんなに遠くになんか行けない。

　知ってるのに。

　なんで飛ばしたんだろう。

　届くはずなんかないのに。

　あそこまで。

　そして、また、紙飛行機を折っている。

　今度は、ルーズリーフ。

　まだ何も書き込んでないやつ。

　そのままだとなんだかもったいない気がして、そこに言葉を書き込んだ。

　誰だれにも判わからないけれど、届くなら判るはずの言葉たち。願ねがいとおんなじ。

　さっきのよりも、もっと丁てい寧ねいに折って、今度はもっと遠くへ。

　飛ばす。

　そうやって、澄すみ香かは何度も何度も、紙飛行機を折っては飛ばし、折っては飛ばした。

　雪が降る前に、この野原をルーズリーフで真っ白にうめてやろうかと思った。

　紙飛行機は、おんなじに折っても、いつも違う飛び方をする。
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　風にうまくのったり、ぐるぐると同じところを廻まわったり、風にあおられたり、少しも飛ばないで、ただ墜おちていったり。

　でも、結局、一番遠くまで飛んでいったっぽいのは、最初に投げた数学の答案用紙。

　赤点ぎりぎりが一番だった。

　赤点……？

　あ……っ。

　ふと、気付く。

「てゆうか……誰だれかに拾われたりしないかな？」

　あまり度が過ぎるとバランスをくずしそうなので、少しだけ身体からだを倒し下を覗のぞき込む。

　あいかわらず、人の気配けはいはなかった。

　飛ばした数学の答案用紙には、赤点ぎりぎりの点数に、『仲なか塚つか澄すみ香か』と名前まで書いてある。

　誰かが拾ったら、とりあえず、笑いもの。

　けど、こんなところ誰もこないから、いいか。

　紙かみ飛ひ行こう機きが落ちてたって、拾おうとするひともいないと思うし、まして、妙な噂うわさがいっぱいあるこの〝オバケガイコツ〟に近付こうとするひともいない。

　ここにいるのは、私だけ。

　ここに座って、三十分くらい。

　近くを通る人ひと影かげもない。

　冬の曇くもり空が、夕暮れを通り越して、さっさと夜になる準備をはじめようとしている。

　サッ、サッ、サッ、と紙を折る音と、紙がバッグにこすれる音が同時に鳴る。

　寒さと高さにもなれ、背中を丸くしながら紙飛行機を折る澄香には鼻歌まで出てきた。

　この間、クラスの子が「これ、いいよ」って言って聴きかせてくれた曲。

　舌っ足らずの女の子が、不器用に唄うたった歌。

　英語の歌詩だったから、海外のひとが唄っているのかと思ったけど、どうやら、この国のインディーズバンドらしい。

　売り上げチャートの上位に入ってるようなのしか、それも誰かにＣＤを借りたりしないかぎりは聴かない澄香でも、なんだかとても耳に残っていた。

　自分には転んでも逆立ちしてもどんなにつくろったって出るはずのない、とてもとても素直で可愛かわいらしい透すんだ声。




　I'm waiting for my girl, I'm waiting for my girl...




　多くの曲が、Ａメロ、Ｂメロ、サビ、という構成があって、繰くり返して、またサビがきて終わる、みたいになっている。

　けど、その曲は、何ど処こからがサビで、何処がＡやらＢやらとか、区別がなかった。

　部分部分でメロディが違う。

　その中でも、




　I'm waiting for my girl, I'm waiting for my girl...




　と繰くり返し出てくるそのフレーズが、澄すみ香かには特に印象に残ってる。

　出てくる鼻歌もそこばかり。

　もし、今日きよう、夜がくるまでの一時間あまりで、世界が終わるとしたら。陽ひが沈むのといっしょに世界も終わってしまうとしたら。

　それでも、この歌の登場人物は、待っているんだろうか。

　──彼女を待っているI'm waiting for my girlんだろうか。

「……たぶん、待ってるんだろうな……」

　なんとなくそんな風ふうに思えて。澄香は、最後の紙かみ飛ひ行こう機きを空に放った。

　今度は、何処へ行く？

　私は、行けないけど。

　今度は、何処に行く？

　私も、行きたかったけど。

　私には、できない。

　待つことも、行くことも。

　進むことも、戻ることも。

　紙飛行機は、飛んでいく。

　遠くまで。

　行くといい。

　行けるといい。

　届くといい。

　判わかっているけど。

　あそこまで、

　行けないって。

　届かないって。

　ほら、

「……堕おちた」

　遠ざかっていく紙飛行機は、ゆっくりと地上に、重力に引かれて墜おちていく。

　重力がなかったら、私も飛べたかも。

　なんだか、もう……。

　思考がぐるぐるする。

　巡って、はっきりしない。

　はっきりしないで、絡からまる。

　何がしたいんだっけ？

　何がしたかったんだっけ？

　誰だれも気味悪がって近付かない鉄てつ塔とうなんかに登ってるんだ。「死にたいの？」って訊きかれてもおかしくない。

　だけど。死にたいワケないじゃないよ。

　じゃあ、何がしたい？

　判わかんないよ。

　知ってるよ。

　意味がないなんて。

　ぐるぐる巡る。

　想おもいが、はっきりしない。

　私は……。




　鉄てつ塔とうから、見る風景。

　ちいさいと思っていた自分が暮らす街は、意外にも大きかった。

　高さには慣なれた。

　下を見ても怖くない。

　ずっと、遠くばかり見ているから。

　あそこには、〝彼〟がいるから。




　彼のことを思い出すと、夏の音がする。

　夏の色がする。

　いっぴき、金魚が目の前を泳ぎ出す。

　彼のことを思い出すと、

　こんなに寒いのに、夏の声が聴きこえるの。







　────リン。







「──死にたくないなら、死を感じる必要なんてある？」

　それはとても突然で、自然だった。

　耳元で、不ふ思し議ぎな声が鳴った。




　　　　♪




　私の頭の中では、いっぴきの金魚が泳いでいる。あの夏の風景の中。まるまると太った金魚が、涼しげに泳いでいる。




　このごろの澄すみ香かときたら、世間の風と二月の風に、ひどく容よう赦しやなく冷たくされていた。

　誕たん生じよう日びに買ってもらった、お気に入りのカーキの折りたたみ自転車が盗まれた。

　よくＣＤを貸してくれる友達と喧けん嘩かしたまま、まだ仲直りできてない。

　気合いを入れて勉強したつもりのテストで、特に自信のあった数学が赤点ぎりぎり。

　もうすぐ高校受じゆ験けんだというのに、何をやってるんだろうか。

　そりゃ、担任に、「どうした？　調ちよう子し悪かったのか？」とか訊きかれるわ。

　どうもこうも、訊きたいのは私自身だ。

　調子は絶好調だった。

　……はずだった。

　ほんと、どうなってるんだか。

　ああもう、いっそのこと、全部、噓うそだったらいいのに……。

　だから、ってワケじゃない。

　こんなところに登ったのは。

　鉄てつ塔とうのオバケガイコツ。

　地上から数十メートル。

　ここから飛び降りたら、楽に死ねるんだろうか？　なんて、ちょっとでも考えたりしなかったこともないけど。

　死にたいワケじゃない。

　むしろ、そんなのはゴメンナサイだ。







　────リン。







「──死にたくないなら、死を感じる必要なんてある？」

　それはとても突然で、自然だった。

　耳元で、不ふ思し議ぎな声が鳴った。

　やけにオトナびているのに、ひどく子供っぽい声が。

　左に視し線せんを向けると、一メートルほど離はなれたところに、女の子が立っていた。

　澄すみ香かが躊ちゆう躇ちよした不安定な足場をまったく気にする様よう子すもなく、まるで重力に引かれていないかのように。風が吹いても平然としていた。

　その女の子は、風になびく長い髪の毛もふわりと羽根のように広がるワンピースも、透すき通るような肌も真っ白だ。

　それだけに、女の子の足もとの赫あかい靴はやけに目に付いた。鮮あざやかに。

　真っ白い女の子は黒目がちな瞳ひとみで、澄香を見る。

　澄香は、見つめられたまま、でも、女の子のあまりに現実離れした〝綺き麗れい〟に、一いつ瞬しゆん、見み惚とれてしまった。

「あ……エッ」

　そのせいで、数秒もためて、澄香は突然に現れた女の子に驚おどろくことになった。

　恐怖を感じる前に、神秘的な容姿に感かん嘆たんしてしまった。

　が、それといっしょに、びっくりして座ったままバランスを崩しそうになる。

「おわっ！　おっとっとっとっと」

　なんとか前後左右上下に踏ん張って、体勢を持ち直すことができた。

　今ごろ、心しん臓ぞうがばくばく鳴って、落ち着かなくなった。

「そそっかしいやつ……」

　とか言って、黄おう金ごん色いろした大きな瞳ひとみの黒猫が、澄すみ香かをあきれたようにじっと見ていた。女の子の足もとにちょこんと座っている。まただ。いつの間にかそこに現れた。

　──てか、なんで、喋しやべってんのよ……ッ

　その黒猫が前へ一歩踏み出すと、赤い首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴が、りりりん、と唄うたうように鳴る。

　あれ？

　どっかで、聴きいたことがある音。

　夏の……、風ふう鈴りん……、そんな音……。

　イメージ。

　金魚。

　私と、女の子と黒猫の間を泳いでく。

　やさしい声と手がそれをつかむんだ。

「はじめまして。どうも、死神です。なんて」

　目の前の女の子は、冗じよう談だんみたいにそう言った。

　だけど、その花きや車しやな細い指がからめ持っているのは、光をほのかに映す巨大な鈍にび色いろの鎌かま。

　ぜんぜん、似合ってない。

　そんな風ふうに質の悪いジョークだって思っているのに、

　なのに、

『死神って、こんな風だっけ？』

　とか、間抜けに頭を悩ませてしまう。

　本当なら、いきなり現れたことや、死神ってことや、全身真っ白なことや、疑問を持つところなんてたくさんあるはずなのに──

「届こうとしてるのに、届かないのは、風のせいでも、距きよ離りのせいでもない。たぶん、〝心〟じゃない？　でしょ？　それならさ、なんで、投げるの？　言葉を書いて、飛ばすの？」

　女の子の言っていることは、ひとつひとつを捕まえれば、ちぐはぐでよく判わからない。だけど、澄香は持っている。それをつなぎ合わせることができる〝想おもい〟を持っていた。

　そんな女の子の言葉に、心の中をのぞかれたような気がした。

　自分でも、ぐるぐるして判らなくなってる気持ちを簡かん単たんにすくってくる。

　でも、澄香は答えを口にすることができなくて、頭の中を飛び出した金魚が目の前を泳ぐのを、ただ呆ぼう然ぜんと眺めるしかなかった。

　重力に引かれないで、空を泳ぐ。

　夏の金魚は、何を想ってたんだろう。

　私の想いは、紙かみ飛ひ行こう機きと同じように、重力に導かれて堕おちてくのに。

　と、真っ白い女の子の問いかけに答えられず、黙だまりこんでしまった澄香に、

「なんだ、おまえ！　モモの言ったこと無視かッ!?　しかも信じてないだろ？　あのなーっ、モモは、こんなんでも一応、ちゃんとした死神なんだぞ!?　一応、だけどさっ」

　今度は、とてもかわいらしい男の子の声で、ものすごく生意気な口く調ちようで──黒猫が言った。

「げっ……また喋しやべった……猫のくせに……っ！　しかも偉そう……うわっ……」

　よけいにぐるぐる廻まわり出した思考をかいくぐって、澄すみ香かは言葉を吐いた。

　が、その科白せりふはピンポイントで不ふ機き嫌げんなスイッチを押してしまったのか、おすましだった黒猫の表情がくるりと変わる。

「って、コラーッ！　猫じゃないぞ？　猫っぽいだけだ！　ボクは、とっても優ゆう秀しゆうな仕つかえ魔まなんだぞッ！　モモのことも、ボクのこともバカにして！　よーしっ、よーしっ！　そっちがその気なら、こっちもこの気だ！　ほらっ、モモ！」

　一気にまくしたて黒猫は、こんなバランスの悪い鉄てつ塔とうの上で、ばたばたと器用に二本足で直立した。そして、これまた器用にぐるり、全身真っ黒なのにその尖せん端たんだけが小指の先ほど白いしっぽを身体からだの前に持ってくると、ちょんと前脚でつかんだ。

　しっぽと前脚で作る〝環わっか〟のカタチ。

　が、

「いいから、ダニエル。面めん倒どうだから。あと、それやるとダニエルもだえちゃうし」

　女の子はあっさりはっきり、黒猫のはりきりを拒否した。

「なんでだぁぁっ」

　しゃかりきだっただけに黒猫──ダニエルはショックを受けたようで、もんどりうって危うく足場から落下しそうになる。

「ふぬぉ、ぉっ、ぉっ、ぉっ！」

　必死に足場にしがみついて、黒猫はもがく。

　しかし、ルームランナーを走っているみたいに、前脚がつるつるとすべる。

「アブッ、アブッ、アブイですっっっっ」

「ったくさぁ、飛べばいいじゃん」

　やれやれといった風ふうにモモというらしい女の子が、黒猫を片手で抱き上げた。

「ふぁ……正直、恐こわかった……デス……」

　そうとう焦っていたのか助けられてもまだ、ダニエルは目の焦点が合ってない。

　そそっかしいやつ……。

　そんなダニエルを抱えながら、モモは、ちいさく笑った。

　いとおしむようなその表情は、澄香がこれまで見たことがなかったくらい純じゆん粋すいで、ひどく綺き麗れいだった。

　気が付いたら、また見み惚とれていた。

　私も、こんな風に、素直に笑えたらいいのに。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、澄すみ香かを見るモモの表情は、元に戻っていた。

　そして、ふわりと、重力を無視して数センチほど浮かび上がると、澄香に近付いてきた。

　すぐにモモと澄香との距きよ離りはほとんどなくなった。

「だから、あたしは死神だって。言ったじゃん」

　そうモモは、うすく笑った。

　さっき見せた表情とは違う、作り物みたいなモノだった。

　でも、なんて綺き麗れいなんだろうか。

「死神のあたしが、なんで、あなたの前にきたか判わかる？　判ってるよね」

　モモが訊きいてきた。

　真まっ直すぐにその瞳ひとみは、澄香をとらえて。




　　　　♪




　過去と今が、目の前を猛スピードで通り過ぎていく。

　澄香が手を伸ばして触れたのは、想おもい出でで。

　いつかの過去だった。




　──そうなんだ。




　私は、判ってしまっているんだ。

　紙かみ飛ひ行こう機きを飛ばしたのは、願ねがっていたから。

　ロマンチストじゃない私は、傲ごう慢まんで、身勝手な願いを込めて、紙飛行機を空に投げた。

　でも、同時に、私は捨てた。

　願い事。

　心の奥の方にある、気持ちのゴミ捨て場に、投げたんだ。

　届けば、叶かなう。

　届かないから、叶わない。

　知ってる。

　願いは願わない。

　でも、願い。

　飛ばした。

　でも、叶わない。

　堕おちる。

　重力。

　だから、心の奥の奥、ゴミ箱ばこの中に、

　ぽいと、捨ててしまうんだ。

　叶かなわない願ねがいだから。

「──それなのに、どうして飛ばすの？」

　真っ白い、死神。モモが訊きく。

　心の奥の奥、さらに奥。

　真っ白い女の子が触れると、







　────リン。







　何ど処こかで聴きいたことのある、鈴の音。

　ああ、あれは、夏の声だ。

　むせかえるような暑い空気が流れると、触れる音だ。

　風ふう鈴りんが鳴っていた。




　記き憶おくの底。鮮あざやかに浮かんでくる映像。

　夏祭りの日。

　子供が人混みの中を駈かけていくと、「走っちゃだめでしょ」というその母親の声がした。

　立ち止まるその子の手を引いて、母親はまた歩き出す。そして、人混みの中にまぎれていった。子供のはしゃぐ声だけが、向こうから微かすかに聞こえた。

　それは、遠くではじまった花火の音に交じって。

　空が明るくなって、散ってく光の花びらが、立ち並ぶ露ろ店てんの間から微かにのぞく。

「──花火見に行く？」

　すぐとなりを歩く〝彼〟が訊たずねてきた。

　澄すみ香かは、

「ううん」

　としかし首を振った。

　そのかわり、アレがいいと、ひとつの露店を指さす。

「金魚すくい？」

「そっ。久々にやってみよっかなーって」

　彼の返事も訊きかずに、浴衣ゆかたの澄香は、かつんかつん、と下げ駄たを鳴らしながら露店に歩み寄っていく。

　水すい槽そうの前で腰を折って座り込んでいる数人の子供たちの頭越しに、中をのぞき込んだ。

　いっぱいいる。

　これだけいるんだから、いっぴきくらい捕れるだろう。

　そういえば、昔やったときは、ぜんぜんダメで。露ろ店てんのおじさんがおまけでいっぴきくれるって言ったんだけど、「いらないっ！」とか意地はっちゃったんだったっけなぁ……。

　澄すみ香かがそんなことを思い出しながら無数の金魚を目で追っていると、あのときの想おもい出でを共有している彼が、思い出し笑いをしていた。

　彼は、近所の幼おさな馴な染じみというやつで、歳としは澄香よりもひとつ上だったけれど、生まれたころから親同士のつきあいもあり、いっしょにいる時間も長い。

　おんなじ想い出も多かった。

「昔やったとき、澄香ぜんぜん捕れなかったよな？」

　うるさいっ。

　今日きようは、違うんだから。

　なにが違うって、よく判わかんないけどさ。

　でも──

　結局、ダメだったんだ。

　あのときとおんなじで、いっぴきも捕れなかった。

　小学生の男の子が、おっきな金魚をすくっているのを横目に、ムキになって何度も挑戦したけど……、

　やっぱし、ダメ。

　まったく、ダメ。

　あーあー、いくら使ったっけ……。

　こういうとき、いっしょにいった（この場合となりにいる）男やつが、かっこいいところを見せてくれればいいんですが。

「あ、やべっ」

　ダメです。

　彼もぜんぜん、ダメだった。

　威勢ばかりよくても、口ばかり達者でも。

　普ふ段だんからかっこつけてるくせに、こんなときはダメなんだ。

　はー、知ってるよ。

　長い付き合いだもんな。

　とか思ってたら、彼は、

「うぉっ！　と、捕れた！」

　なんて、大おお騒さわぎ。

　紙はやぶれてるし、なんかプラスチックの枠に引っかけてたし、本来はすくった金魚を入れておくお椀わんが水深一センチメートルですかさず金魚をキャッチしてたような気もする……。

　でも、露ろ店てんのおじさんは笑いながら、

「おー、一番でかいやつだなー」

　と、彼が捕った金魚を袋に入れてくれた。

　これって見せ物、客寄せのためにいるいっぴきなんじゃない？

　おっちゃん、商売はだいじょうぶ？

　そんなことを思ったりもしたけど。金魚はずっと今日きようとおなじようにこんな狭くて浅くてちいさな水すい槽そうの中、ぐるぐるとか、ぷかぷかとか、すいすいとか巡っていたんだろう。かなり弱っていたようだ。

　露店のおじさんも判わかっていたらしく。もう、いいよ。ごくろうさん。なんて思っていたのかもしれない。だから、彼に捕られたことにした。

　金魚は、水槽からもっとちいさな透とう明めいのビニール袋へ。

　それから、歩き出す。

　祭りの中。

　空には、打ち上げられた光の花が咲いていて、月が欠けていた。

　彼は、得意げに、でも、やさしい声で言ったんだった。

「ほら、やるよ」

「いらねー」

　としかし、澄すみ香かは彼が差し出した金魚を、ぐいと押し返してしまう。

　素直じゃないなー、私は。

　昔と変わってないじゃん。

　だけど、そんなの彼も判ってた。

　澄香が彼を判ってるように、彼も澄香を判っている。

　長い時間がふたりの中にはある。

「俺おれ、べつに金魚なんかいらねーし。おまえが、ムキんなってたからつられてみただけだしさ。つーか、おまえが責任持って、これの面めん倒どうみろよな」

　澄香が押し返した手を取って、彼は金魚の袋をにぎらせる。

　笑ってた。

　手の中、ひんやりとした感覚。

　透明のビニール。

　ずいぶん狭い仮住まいの中で、まるまると太った金魚が口を、ぱくぱくさせていた。

　家に帰ったら、おっきな水槽に移してあげようと思った。

　彼がくれた金魚。

　歩きながら、何度もそれを眺めた。

　ビニール袋を持ち上げて、夜空にすかすと、金魚が花火を食べているように見えた。

　──宇宙を泳いでいる気分さ。

　そうやって、あの日の金魚は今でも、私の頭の中を、風景の中を泳いでいる。

　笑ってた日。

　彼が笑ってた日々。

　記き憶おくの中。

　金魚が泳いでく。

　澄すみ香かの頭の中から、出てきて、空を泳ぐ。

「──だから、飛ばしたの？　紙かみ飛ひ行こう機き」

　目の前の真っ白い女の子──モモは、訊たずねるというよりむしろ、確たしかめるように、澄香に言った。

　耳の奥で広がっていくその不ふ思し議ぎな声に、パチン、と澄香の中のイメージがはじける。

　夏のにおいが、何ど処こかへ消えた。

　なのに、まだ、金魚は泳いでいて、モモがのばした鈍にび色いろの鎌かまの柄えをぐるぐると廻まわっている。

　ウチュウヲオヨイデイルキブンサ。

「でも、たぶん、届かない」
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　モモがそう言うと、腕の中のダニエルが、ぴょんと足場に降り立った。

「あ……」

　その口には、澄すみ香かが一番最初に飛ばした、数学の答案用紙の紙かみ飛ひ行こう機きがくわえられていた。

　目に映る。○と×と赤い点数。

　澄香がやらかした大ポケの数々。

「モモっ、ひろってきたよ」

　ダニエルは、ちらりと澄香を見やってから、それをモモに渡した。

「届くと思う？　願ねがって」

　モモの声が、空気や風や澄香の中に溶けていく。

　そして、モモは手にした紙飛行機を空に放つ。

　笹ささの葉はで造った船を水に浮かべるみたいにふわりと。

　それに乗って、モモの鎌かまを巡っていた金魚が鉄こ塔こから離はなれていく。

　二月の冷たい空気を滑って、飛んでいく紙飛行機。

　真まっ直すぐ。

　ずっと、ここに登ってから澄香が見つめ続けていた真っ直ぐ。

　澄香が飛ばしたときより、今までよりずっと、遠くへ飛んでいく。

　あの白い建物の方に向かって。

　彼のいる場所に向かって。

　私が、できなかったことだ。

　真っ直ぐに向かっていく紙飛行機。

　このまま、飛んでいって。

　彼のところまで、連れてって。

　私の絡からまった気持ちをほどいて、連れてってほしい。

　けれど、ダニエルが言った。

「このままじゃ、墜おちるよ。だって、地上には重力があって、それに引かれるから。ま、モモとボクには、関係ないけどさっ」

　生意気な口く調ちよう。

　それに反比例するように、幼くて、かわいらしくて、何ど処こか不器用にやさしい声だ。

　ダニエルの言葉通り。紙飛行機は、やがて、低空飛行をはじめた。

　墜ちていく。

　彼のところまでは、きっと、届かない。

「それでも、飛ばした。届かないって、判わかってて。だから、飛ばしたんでしょ？」

　モモのその言葉には、やっぱり心を見み透すかされているようだった。

　澄香は、本当は知っていた。

　彼がいるところまで、届かないこと。

　こんな鉄てつ塔とうから飛ばした紙かみ飛ひ行こう機きが、遠くの彼まで届かないこと。

　それから、




　──彼が死んでしまうこと。




　　　　♪




　夏の想おもい出でが、長い夜が明けるように覚める秋風のころ。

　彼が、入院することになった。

　もともと、子供のころからちょくちょく熱ねつを出して学校を休むことがあったりと、身体からだは弱い方だった。

　それでも中学になって、陸上部に入ってからは体力も付いて、病気にも勝てるようになったと思っていたのに。

　彼はずっと、澄すみ香かには隠かくしていた。

　自分の病気のこと。

　笑って。

　ただ、笑え顔がおで。

　澄香のことを見ていた。

　あの夏祭りの日も。

　彼は自分の病気がもうよくなることはないと、うすうす感じながら。それでも、生きようとするために、笑っていた。

　だから、よけいに澄香が、彼の病気のことを知ったとき、ひどく混乱してしまった。

　だって、笑ってるんだよ。

　私が泣き顔でも、彼は笑って言ったんだ。

「来年の夏は、あの金魚に仲間を増やしてやるよ。どーせ、おまえじゃ無理だしさ。俺おれが捕ってやるから」

　──バカじゃないの？

　そんな簡かん単たんで、いつもなら、平然と笑ってでも言える科白せりふが言えなかった。

　いつもなら、言えるのに。

　だって、この〝いつも〟は、やがて失なくなってしまうんだ。

　私の前から消えてしまうんだ。

　彼はいなくなるから。

　もう、彼との〝いつも〟は失くなる。

　だから、何も言えなかった。

　それからだ。

　澄すみ香かは彼の顔を見れなくなった。

　そのうち、病室にも行かなくなった。

　行けなくなった。

　ふたりの関係がもっと違っていたら、ずっとずっと選えらぶのは楽だっただろう。

　心は決められただろう。

　澄香と彼は、カレシカノジョじゃない。

　想おもいも伝えてない。

　だから、困ってしまった。

　カノジョなら無む理り矢や理りにでも彼の傍そばにいる理由を見付けられた。

　でも、今の澄香にはない。

　この想い以外に何もない。

　なのに、この想いがもしかしたら、伝えたら、伝わったら、彼をつらくするかも知れない。自分自身をもっともっと傷付けてしまうかもしれない。

　そう思ったらどうしようもなくなって、恐こわくなって、果たして、彼女は、病院に近付くこともできなくなった。

　彼がいなくなるなんて、信じたくなかった。

　知ってるのに。

　彼がいなくなるって、判わかってるのに。信じたくなかった。

　だから、鉄てつ塔とうなんかに登って、祈るように、願ねがうように、飛ばした。

『もしかここから投げた紙かみ飛ひ行こう機きがずっと遠くの彼のいるあそこまで届いたら、そんなことがあったら、願いが叶かなうかもしれない。──彼がまだ、此こ処こにいられますように』

　白い建物。

　ある日、魔ま法ほう使つかいのおばさんがシンデレラのところへやってきて、魔法をかけたように。

　なんか、起きるかもでしょ？

　すべてが変わって……。

　でも、紙飛行機は墜おちていく。

　重力に引かれて、堕おちていく。

　ひとが生きたり、死んだりするのに、魔法なんて必要ないんだよ。ってあざ笑うかのように。

　もがく私を見て、ほくそ笑えんでるみたいに。

　私の頭の中を飛び出た金魚は、空を泳いでる。

　そんなこと、あるはずないけど。

　あるかもしれない。

　鉄てつ塔とうの上。灰はい色いろの空と雲くも。

「届いたら、彼のところにいくつもりだったんでしょ？」

　まただ。

　また真っ白い女の子が、言葉が、澄すみ香かの心に溶ける。

　そうだよ。これは、未練。

　これは、あがない。

　これは、願ねがい。

　これは、わがまま。

　ルーズリーフに書いた言葉は、彼に伝えられない言葉。

　渡したいけれど、渡せなかった手紙。

　届けたくて。

　投げた。

　でも、届かなくて。

　それでもまた。

　心の奥の奥、ゴミ箱ばこの中に捨てたはずの想おもいを折りたたんで、飛ばしたのは紙かみ飛ひ行こう機き。

　何度でも、何度でも。

　もがいてみるんだ。

　運命というモノがあるなら、それに逆らってやるんだ。

　それは無む駄だだと判わかっていても。

　それを知っていることに絶望しながら。

　私は鉄塔の上から紙飛行機を飛ばした。

　風に吹かれて、重力に引かれて、行方ゆくえ不ふ明めいになった。

　こんなことをしている。

　私は、バカなんだ。

　自転車を盗まれて、友達と喧けん嘩かして、テストの結果に落ち込んで、届くはずのない紙飛行機を飛ばす。

　そんなことをしていれば、無駄に思えることをしていれば、あきらめられる。

　でも、あきらめたくないから、もがく。

　さっきより遠くへ飛ぶ紙飛行機に、願いを見ながら。

　真っ白い女の子と黒の猫。オバケガイコツ。鉄塔の上。

　金魚が泳いでる。

　夏のにおいがした。

「私は……っ」

　涙はこぼれなかったけれど、澄香はうつむいた。

　胸が苦しい。

　これはきっと、夏のにおいのせいだ。

　あのむせかえるような空気のせいで、呼吸が難むずかしくなってるからだ。

　二月の寒さを集めて、ダークピンクのマフラーに手を伸ばす。

　ゆるめたら、冷たくなった指先が、喉のどに触れた。

　何にも感じない。

　指先が麻ま痺ひしてる。

　なんにも感じない。

　感じられない。

　コワイ。

　彼のことも、感じられなくなるんだ。

　こんなにも早く、なってしまった。

　真っ白。

　寒くて、凍えそうで。

　感じられなくなってしまうんだ。

　そんなの、そんなの、

　まだ……、

　イヤだ……。

「──私っ、このまま……っ、このまま、心もなにも感じられなくなったらどうしよう」

　澄すみ香かの言葉が、モモに触れて跳はね返る。

「彼に逢あったら、彼に触れたら、きっと、痛くなくなるよ。失うことが、つらくなくなる」

　ふわりとモモが浮き上がった。

　足場から離はなれて、鉄てつ塔とうからも少し離れてしまう。

「だけど、伝えたいことあるんでしょ？　忘れたくないことあるんでしょ？　あなたは、鉄こ塔こに登った。そしたら、何か見えた？　何が見えた？」

　モモは訊きく。

　最初から、澄香の前に現れたときから、ずっと、モモは彼女に問いかけてきていた。

　判わかっているなら、どうしたらいいのか。

　澄香自身も見えなくなるくらい小さな微かすかな願ねがいを気付かせようとするように、失なくしそうな想おもいを確たしかなモノにするように。

　モモの言葉は、澄香の中の、ぐるぐるや、絡からまった気持ちを、はっきりとさせる。

　そんなの気付いたら、つらくなるだけなのに。

「明日あしたもいい日だといいな」

　澄香が最後に逢った彼は、そんなことを言っていた。

　病院の窓の上。

　窓の外。

　めずらしく晴れた二月の空。

　あのとき、彼にうなずくことができなくて、笑え顔がおの彼に背を向けることしかできなかったんだ。

　泣きながら、臆おく病びように逃げ出すことしかできなかったんだ。

　明日あした、晴れたら。

　いい日になるといいなぁ……。

　気付いたら、泣いていた。

　涙が、頰ほおに触れて、すぐに冷たくなった。

　けど、感じることができた。

　まだ、感じられる。

　きっと、彼のことも。

　ちゃんと見なきゃ。

　澄すみ香かは、顔を上げる。

　そこにはもう、モモの姿も、ダニエルの姿もなかった。

　ただ、耳に残っていたのは、りりんと唄うたう黒猫の鈴の音だけだった。

　彼女は、鞄かばんの中からルーズリーフを一枚取り出した。

　紙かみ飛ひ行こう機きを作るんだ。

　最後に飛ばそう。

　金魚が泳ぐ空に。

　飛ばそう。

　気持ちは、私が届けるから。

　自分で届けるから。




　紙飛行機。

　ぐるぐる、巡る。

　廻まわる。

　堕おちてく。




　私も、もう、鉄こ塔こから降りるよ。

　重力に引かれながら。

　そしたら、歩いていこう。

　彼のところまで。

　今まで、行けなくて、届けられなくて。

　笑ってる彼。

　私も、笑ってたいから。

　きっとまだ、笑える。

　笑い逢あえる。




　そうしたら、いいな。




　　　　♪




　鉄てつ塔とうの上、真っ白い少女が、哀かなしい顔をしていた。

　あのコのたいせつな命を奪ってしまうから。

　彼女が降りた後、真っ白い少女が泣いていた。

　黒猫が、静かに、

「どうして、泣くの？」

　と訊きく。本当は知っているのに。

　あのコの大切に想おもうひとの命を奪ってしまうから。

　それしかできなくて、他ほかには何もできない。

　なのに、少女は、無理に笑え顔がおを作ろうとして、よけいに涙がこぼれた。

　止まらない。

　だから。

　黒猫は、コウモリのような羽根を広げて、ぱたぱたと少女の涙を乾かすくらいしかできなかった。

　たとえ、それが無む駄だなことだったとしても。

　それくらいしか──




　二月が去って。

　温和の季節が向こうの方から、

「ハローハロー、キミは元気かい？」

　なんて言いながらやってきた。




　真っ白い少女が舞まい踊ると、涙があふれて。




　ある日の空。

　桜が舞うころ。

　真っ白い死神と黒の猫。

　やさしく舞っていた。




　踊りながら、届ける想おもいと、言葉と、涙と。




　　　　♪




　澄すみ香かは、歩いていく。

　いつかの病室。

　彼が笑ってた。

「もっと、勉強しろよな、受じゆ験けん生せい」

　そう言う彼の手の中には、澄香の数学の答案用紙。

　折り目がたくさん付いてた。

　届かなかったはずの、彼女が折った紙かみ飛ひ行こう機き。

　なんて、笑い話だ。

　伝えたいはずの、言えない言葉を書いたルーズリーフのやつは届いてないのに。

　こんな風ふうに。

　いいんだ。これで。

　私が届ければいいだけだったんだから。

　なんにも変わってなくても、なんにも変わらなくても、彼のこれからが、もう決まっていたとしても。







　今日きようも、水すい槽そうの中、金魚が泳いでる。

　夏の日の風景といっしょに。

　笑え顔がおと涙といっしょに。

　まぁるいあったかさ。




　届けたんだった。











goldfish swims in the air (Al.edit) - fin.
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耳鳴りの余よ韻いん。

intermission - I can't fly but I can walk at the latest / Part.4: MIMINARI MELODIC









　　　　♪




　いつのまにか幻さ。こんな毎日は。




　あの日、傘を忘れたことを思い出した。

　雨ざらしになって歩きながら、自分だけがこの世界で雨に降られているんじゃないかって気分になってた。

　空を睨にらんでみる。

　灰色の雨雲がちょっとだけ、ちょっとだけだけど気兼ねして、雨がやんだり弱まったりするんじゃないかって。

　そんなことはなかったけれど。

　ちいさくなった。

　これ以上、濡ぬれたくなかった。傘をさしていないのを笑われるのも怖かった。

　でも、違った。

　最初から、傘なんて持っていなかった。

　周りをよく見てみる。

　そうしたら、判わかったんだ。

　みんなもおんなじだった。

　両手に抱えきれないくらいの、罪や夢や罰や希望や後悔や想い出やありったけのたいせつを抱えてた。

　最初から、両手はふさがってたんだ。

　傘なんて持てない。

　みんな、雨ざらし。

　それでも歩いてる。みんな、おんなじなんだ。




　この雨もきっと、もうすぐやむだろう。

　やがて、空が雨あがりに輝いて、未完成の虹を宿すんだろう。




　そうしたら──そうしたら、この旅は、もうすぐ終わるのかもしれない。
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　　　　♪




　光が通り過ぎていく。

　瞳ひとみを閉じた瞼まぶたの裏側。

　虚うつる世界。




　夏の真ん中に立ってみた。

　もしかしたら中心にはほど遠い位置にいるのかもしれないけれど。

　殺さつ風ぷう景けいな緑みどり色いろの景色けしき。雨が降って、それからやんで。水たまりの上で跳はねたうさぎが笑いながら言うんだ。赫あかく泣きはらしたちいさな目のまま「綺き麗れいな花の種をあげよう」って。

　殺風景な大地に花の種を蒔まきながら唄うたう歌が色々な風かぜに絡からまって青葉のように空を舞まった。願ねがい事は、ひとつで。いつもひとつで。綺麗な花が咲くといいな。夜空に星をちりばめるみたいに、枯れた世界に種を蒔いてゆく。

　はじまりは、いつもそうだ。たよりない願いと、僕ボク等らの今日きよう。夢を見る季節に、綺麗な花の種をちりばめる。星に願いを。やがて惹ひかれていく世界。いつか引かれていく。互いの重力。

　水たまりに浮かぶ空には、くじらによく似た雲いっぴき。羽根を広げながら泳いでる。「綺麗な水を探してんだよ」とか、息継ぎを忘れてしまうほど悠然と、ぷかりぷかり。

　夏の午後。空が蒔いた水にむせながら、さみしがりやの猫が通りを歩いている。時間は失ったまま、あの日、止まったまま。「ハローハロー」うさぎが猫に呼びかける。「今日和こんにちは」猫がおおきな瞳をきょろきょろさせながら手を振った。「どうしたの、こんなところで」困った風にうさぎが言った。「どうしたもこうしたもないよ」やれやれと猫は肩をすくめ、「ここは居い心ごこ地ちがいいでしょ？　だから、悪くないなぁって思っているだけだよ」そう言うと、やっぱりうさぎは困った顔になった。

「居心地がいいだけじゃダメなんだよ。判わかってる？」うさぎの口く調ちようは諭さとすようになる。「判ってる」としかし、猫は簡かん単たんにこたえてしまう。「本当に？」うさぎが訊たずねる。「本当だよ」猫はうなずく。すると「じゃあ、君はここで何を手にしたの？」再びうさぎが訊たずねた。

「たくさんだよ」

「たくさんって？」

「両手にあふれるくらいさ」

「君の両手には、何もないよ」

　言われた猫は、はっとなって自分の手を見てみた。「……あれ。なんにもないや」

「ね？」やさしくうさぎは猫のちっちゃな指に触れる。「だって、君はずうっとその両手で自分の耳を塞ふさいでしまっていたから」

　猫は哀かなしくなって垂れてしまった自分の耳をぎゅっとつかんだ。

「こんなこと、気付きたくなかったよ。何もないなんて」なさけなくって、泣きそうだ。「ひさしぶりに逢あったってゆうのに、ひどいよ」ついでに泣き言。すると、うさぎは不ふ思し議ぎそうな顔をした。「わたしは君に逢ったことがないけれど？」今度は、猫も不思議な顔になる。

「あれ？　だって……」うさぎの顔をまじまじとみる。白い羽根のような長い耳に、泣きはらした赫あかい眼。「知ってるよ？」

　うーん。と考えてから、「そうね。そうかもしれない」うさぎはうなずいた。「でも、君の知っているわたしは、わたしとは違う」

「じゃあ、キミは誰だれ？」猫がおっきな瞳ひとみをさわさわさせながら訊たずねる。うさぎは微笑ほほえんで、答える。「わたしはわたしだわ」

「それじゃ、判わからないよ」

「わたしはわたし。君は君。そうじゃない？」

「そう……だけど……」違うような気もする。「それなら」とうさぎが言う。「まず、その耳を塞ふさいでいる手を離はなしてみて」

「え？　もう、離してるよ？」猫は目を白黒させる。うさぎは首を振った。

「目をあけて」

「だから、もう、あけてるんだけど……？」

　猫は首をかしげる。うさぎは首を振る。「耳は、自分の足音を聴きくための。目は、自分の足跡を見るための」うさぎがそっと指さす。「ほら、振り向いて」

　猫は、うさぎが指しめすうしろを振り返る。けど、なんにもなかった。

「なんにもない。僕とおんなじだ……」また、哀しくなってきてしまった。自分が歩いてきた足音も足跡もないなんて。

　じゃあ、ここにいる自分は何なんだろう。

　いったい、何なんだろう。

「──君は君」うさぎはちいさな笑えみを浮かべる。「ちゃんとあるよ。君の足音も足跡も。ちゃんと感じることができる。もう一度、振り向いてみて」

　猫は、そんなことないよ。と思いながら、もう一度だけ振り返ってみることにした。ちゃんとありますようにと願ねがいながら。

　そうしたら。

「あ……。今、聴こえたよっ！　見えたよっ！」はしゃぐ声。でも、「なんか、変な感じがするんだ。まるで、僕なのに僕じゃないみたいだ」あのときの足音。あの日の足跡。ずっと続いていて、ずっと続いていってる。前を向いてみれば、「あれ？　僕だ。あれは僕だよ。僕、おいこされちゃったみたい。僕に」

　うさぎはにっこり。「そうだよ」

「そうなの？」

「あっちにいるのも、こっちにいるのも、みんな君。でも、今の君とは違う君。だからね。君が知っているかもしれないわたしと、わたしは違うの」

「そうか。そうだね」猫は耳をピンと立て、腕組みで何度もうなずいた。「なるほど、なるほど」だけど、本当の本当は、ちょっと『？』も浮かんでた。やっぱり、よくは判わかんないや。

　すると、うさぎが可お笑かしそうに、声を出して笑った。

「あははは。うん。君らしいね」

「なにが？」

　猫は訊たずねる。

「あいかわらずのつよがりやさん」

「べつにつよがってなんか……ないよ……」強がりの尻しりすぼみ。猫の耳がまた垂れそうになる。

「だけど、いいんだよ。それで。胸を張って、誇らしげに」

　強がりも噓うそも、たとえば、願ねがえば力になる。歩き出せる勇気になる。

「やっぱり、知ってる」猫はじっとうさぎを見つめた。

「──知らないよ。──知ってるよ」

「どっち？」

「どっちも」いたずらっぽく、でも、あったかにうさぎは微笑ほほえむ。

　夏の真ん中。午後の陽ひ。ふわりと科しな戸との風が吹いて、緑みどりの殺さつ風ぷう景けいを塗り替えていく。真っ白に、とても透すんだ色に。

「行ってらっしゃい。──ダニエル」

　うさぎは透とおり過ぎていく。猫の色だけがそこに残っていく。真っ黒の。

「うん。また……逢あえる？」

「逢えるよ。だって、いつも傍そばにいるわ」

「そっか」

「そうだよ。君と〝彼女〟の傍に」

「それじゃ、また」

「また──」







　光が通り過ぎていった。

　瞳ひとみを開いた奥の奥。

　この手がつかんだ、いろいろといっしょに。

　よく透んだ夏色の世界。

　空が落としていった涙が、乾くころ。

　水たまりをのぞき込んでみた。

　自分が自分を見ていた。

　ハローハロー。

　呼んでみる。

　ハローハロー。

　応こたえてみる。

　夜空に浮かぶ月のような黄おう金ごん色いろの瞳ひとみの男の子。

　光が水たまりにはね返って、彼のおっきな瞳に飛び込んでくる。

　眩まぶしくて、瞼まぶたを閉じる。

　透すんだ空気の音がした。







　────リン。







　いろいろが色彩に溢あふれながらに透すぎていく。

　たとえば、それはおだやかな午後の木陰での居眠りだったり。

　たとえば、それは夕暮れの中を巡る観かん覧らん車しやから見た風景だったり。

　たとえば、それはいなくなってしまった笑え顔がおを探す旅の途中だったり。

　たとえば、それは……、




　たとえば、それは……────




　何もない世界で、やさしく咲いた真っ白い花を見付けたり。










　また、逢あえた。







　────リン。







　　　　♪




　何千年も眠り続けて、そして、目覚めたように。

　眠るのがもったいなく思える。

　だけど、ダニエルは眠くてしかたなかった。




「ふぐ[image: ][image: ][image: ]、ふぐ[image: ][image: ][image: ]っ」

　言うことを聞いてくれずに勝手に閉じようとするまぶたと必死に格かく闘とうする。

「寝ててもいいのに」

　モモが言う。膝ひざの上にダニエルをのせ、やさしく、くすぐるように額ひたいを撫なでた。

「うー、モモぉ……ダメだよぉ[image: ][image: ]……ぼ、ボクあれだもん……仕え……ぐ[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　寝た。

　というより、自制が働かなかったようだ。

「がんばってたみたいだけど、結局、眠ってしまったのね」

　その部屋、窓の外の景色に向かっていた長い黒髪に黒縁眼鏡メガネの少女が、ソファに腰かける真っ白い女の子──モモに言った。

「べつにがんばらなくてもよかったんだけどね」

　モモはいたずらっぽく微笑ほほえむ。

　膝の上で、寝息を立てる黒猫の頰ほおを軽くつまんでみた。あいかわらず、やわらかくのびるのびる。

「ずっと遠くへ行ってたんだ。あたしのせいで、すごくつらい思いをさせちゃって……」

　そう話すモモの黒目がちな瞳ひとみには、哀かなしみがかいま見えた。

「でも、そうやってまた、モモの傍そばにいるのね。ダニエルは」

「うん……」

　今度は哀しみの中に、うれしそうな表情を見付けた。

　遠くて長い斜しや陽ようが、窓ガラスを通り抜けて部屋の中に入り込んでくる。

「なんだか、羨うらやましいわ」

　少女は言う。

「私には、モモたちみたいに言葉で表せないような……強いモノがないから……」

「そう？　ちゃんとあると思うけどな、あなたにも」

　モモは寝ね相ぞうを悪くするダニエルを、よいしょと抱き上げた。

「あなたも誰だれかを想おもってるでしょ？　それとおんなじ。あなたも今、想いの中にいるんだよ」

「……そんな……私は……」

「たいせつなモノがあるから守りたいと思う。助けたいと思う。それは自分自身のことじゃなくても、誰だれかのためのモノ」

　モモの言葉に少女はうつむきながら黙だまって耳を傾けていた。が、

「あーあ、なんかお説教してるみたいになっちゃったじゃん」

　としかし、モモはため息とともに話すのをやめてしまった。そして、眠りこけているダニエルの手や足やしっぽなどで遊ぶ。

　そんなふたりの様よう子すを目にして、少女はちいさく頰笑ほほえんだ。

　すこしだけ、まだすこしだけだけれど、少女にもモモの言っていることが何となく感じられていたからだ。その気持ちを信じられない自分がいるだけ。

　それでも、モモやダニエルといると、少女が自分にも信じられるモノがあると気付きはじめている。たいせつなモノだ。でも、失ってしまうことも同時に知っている。本来は、モモがここにやってきたのは、彼女のたいせつなモノを奪うためだからだ。

　──命を。

　ずっとそうやってモモはここまできた。

　誰かのたいせつなモノを奪った。生きたいと願ねがう心も、涙も、笑え顔がおも、哀かなしみも、何もかもを無視して。

　そうすることで、何かが見付かると思った。

　知らない自分のこと。どうして、自分は居るのか。

　真っ白い姿と、赫あかい靴。

　存在の理由。

　長い時間がすぎていく。でも、判わからないことばかりが増えた。

　足りないことばかりに気が付いた。

　せつないのや痛いのばかり。言葉にならないことがたくさん。

　でも、捜し物は見付からない。いつまで経たっても、あのときのまま。

　そんな中で、たくさんのたいせつを奪った自分も、たいせつなものを失なくした。

　ある日、あのとき。ダニエルが居いなくなってしまったんだ。

　何ど処こにもいなくて、ひとりになった。ひとりぼっち。

　判っていたつもりだった。誰かのたいせつを奪うことがどれだけの苦しみや哀しみを生むか。

　奪って、同じ分だけの哀しみや苦しみや痛みが自分の中に流れ込んできても、耐えていたつもりだった。

　でも、本当は、支えられていただけ。




　──あたしもたいせつなものに。




　ダニエルがいてくれたから。

　失なくしてしまって、どうしようもなくなって、モモは、消えてしまいそうになった。

　そんなときだ。

　ひょっこりダニエルは、モモのところに戻ってきた。

　確たしかにここにいる。

「ああ、見付けられると思ったんだ。やっぱり。何ど処こにいてもモモのことなら判わかってさ」

　なんて言って、よれよれのぼろぼろなのに笑いながら。

　あの日、あのときから、それはとても長い時間だったのか、ひどく短い時間だったのか、今はもう思い出せない。

　ダニエルも何があったのか言わない。というより、憶おぼえてないらしい。

　さんざん寂しくなったり、哀かなしくなったり、苦しくなったり、痛くなったりしたけれど、モモにとってそれよりも確かなことは、ダニエルが今、腕の中にいることだ。




　　　　♪




　まず、光が在って影かげが生まれた。

「光あれ」と、誰だれかが言って、影はうなずいた。

　影がなければ、光は存在できない。だからだ。

　だが、強すぎる光のせいで何度も何度も影はかき消されてしまった。

　誰かが光を映すモノを創つくり出した。それはもうひとつの光──完全なる影。

　ふたつでひとつ。

　光と影。

　黒い光と白い影。

　一方はいつか、〝唯ゆい一いつの存在〟と呼ばれるようになった。

　一方はいつか、〝変わり者〟と呼ばれるようになった。




　正反対のふたつ。

　しかし、どんなに離はなれていても、どんなに反発しあっていても、必ず──










　それは──はじまりのうた。




　誰だれも知らない星と星。ヒカリは、引かれ、惹ひかれる。




　導みちびかれる重力。
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夕ゆう凪なぎのこども。

outro - I can't fly but I can walk at the latest / Part.5: YUNAGI VISION









　　　　♪




　知らない間に、あふれるほどを手にしてたんだ。




　強がったり、笑ったり、怒ったり、弱虫ったり、どうしようもなくふてくされてみたり、とめどめなくあふれてくる愛しさに満たされながら、一日が過ぎていく。

　果たして、ボクには、なんにもない。

　失くしたと思っていたモノすら、なかった。

　だからさ、見付からないんだ。

　どうしようもないね。

　けれど、それでいいんだ。

　判わからないけれど。それでいいんだ。

　あっちに立ってるボクも、こっちに座ってるボクも、いつかのボクも、何ど処こかのボクも、本当の自分を見付けられる。

　だから、此こ処こに居いるんだよ。

　今、ここにいるんだよ。

　繰くり返して、繰り返して、繰り返した。

　何かを失なくして、何かを手にして。

　ひかりにくるまっていると、いとおしさが溢あふれてくる。

　それはあたりまえで、自然なことだから、うっかりすると忘れてしまう。

　気付けなくなってしまう。

　さんざん歩あるき廻まわって、さんざん捜し廻って、見付けたモノはとてもちっぽけなモノだ。

　まるで、自分自身のようなつまらないそれは、やはり自分によく似ていて、とてもいとおしく想おもえる。

　遠くとか、近くとか。

　感じることはいろいろ。

　それでも、歩いていこうって思うんだ。




　じゃあ──

　ボクは、そろそろ行かなきゃ。

　捜し物を見付けに──




　瞼まぶたを閉じた。

　そしたら、目覚めたんだ。







　ただいま。




　おかえり。
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and...







momo the girl god of death 3rd movement " gravity " - all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "gravity"









　はじめまして、おひさしぶりです。




　今回収録された『金魚の泪。』は、電でん撃げきｈｐ(volume.40)に掲載されたモノに、にょふぉっと加筆修正した仕様でした。







　そんなワケで。




　一度、失なくしてしまったモノを見付け出す、探し出すのはとても難むずかしいことが多いです。たとえば、何気なくベッドの脇わきに携帯電話を置いてみます。いつもは、テーブルのうえに置いておくのですが、このときはたまたま。──で。いざ、必要になったとき、「アレ？　何ど処こやったっけ？」とかさんざん探さがし廻まわることになってしまいました。ボクが自分で携帯を枕まくら元もとに置いたはずなのに、ボク自身が判わからなくなってしまったんです。何気なくが故ゆえですね。これが意い識しきして、「ボクはここに携帯電話を置いておくんだ。そうなんだ！」とかありったけの決意表明でもしておけば、探すのは容易だったかもしれません。けれど結局、見付からず、誰だれかがタイミングよくかけてきてくれた電話やメールなどで、「あ！　あった！」とようやく手にすることが出来ました。しかしです。ボクはこのとき同時に思うことがありました。

「アレ？　こんなところ置いたっけ？」なんて。自分で置いたクセに。

　たとえば、家の中で失くしモノをします。この場合、幾通りかのパターンがあります。ひとつは、自分でうっかり何処かに置き忘れた。ひとつは、ちいさいモノが何かのはずみでいつの間にやらころころと転がっていってしまったり。もうひとつは、アレです。いたずら好きの妖精さんたちが、こっそりたいせつなモノを隠かくしてしまうアレです。これだと「ちくしょー、もう、妖精さんたら、おちゃめさんなんだから！」とか言って怒ることもできますが、自分で置き忘れたときとかは、もちろん怒る相手は自分自身です。最初のうちは、「ちくしょー！　バカ自分！」と怒れますが、最終的には、ただただむなしくなってきます。自分がなさけなくて、ため息が出て、涙がこぼれそうになります。

　そのときボクは思います。あれだけ必死に探して、やっと見付けたのに、なんでこんな哀かなしい気持ちになんなきゃならないんだろう。なら、探さなきゃよかった。見付けなきゃよかった。もちろん、探そうとしたのもボクですし、見付けたのもボクです。ボクが自分でそうすることを決めました。ですが、アレは過去のボク。今のボクは、過去のボクに怒りをぶつけてしまいます。「なんで探したんだよ。なんで見付けたんだよ」でも、過去のボクは言います。「キミが必要としているからだよ」って、とても簡かん単たんに。それはボクです。自分自身です。ボクがボクに言ったことです。

　これまでもこれからも、ずっと、おんなじ。




　そうです。

　これは、自分自身に問いかける物語りです。

　それは、自分の歩いてきた道を、これから歩いていく道を確たしかめるための目印のようなモノになればいいなあ、なんて願ねがったり。

　だから、これはあなたのための物語りです。

　見失っても見失わないための。




　だから、どうか──




　おもしろかったら笑ってください。

　つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、この本を巡る、

　すべてのひとたちに感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇六年　サッカーボールを追いかけつつ




ハセガワケイスケ
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──羽根がなかったら、歩けばよかったんだ。









ハセガワケイスケ

12月26日。福井県にて生まれてみる。

そうですね。そうなんですよ。

「料理は愛情っ！」

意味：多少無茶しても大丈夫。

グワシッ！
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/
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